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三
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現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式

現
代
の
大
量
生
産
方
式
に
つ
い
て

坂
　
本

回禾

　
．
内
容

１
　
は
じ
め
に

皿
　
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
理
論

　
－
　
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
一
般
的
理
解

　
２
　
一
般
的
理
解
の
問
題
点

皿
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式

　
－
　
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
方
式

　
２
　
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
生
産
方
式

　
３
　
生
産
方
式
類
型
区
分
の
具
体
化

ｖ
　
　
「
多
種
」
多
量
生
産
の
実
現
条
件

　
－
　
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
作
業
機
構

　
２
　
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
管
理
機
構

　
３
　
大
量
生
産
の
実
現
条
件
揚
定
の
具
体
化



１

ば
　
じ
　
め
　
に

　
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ま
で
に
本
誌
誌
上
や
そ
の
他
の
機
会
を
借
り
て
、
現
代
の
支
配
的
な
産
業
資
本
１
１
現
代
巨
大
産
業
資
本
の
直

接
的
生
産
過
程
が
ど
の
よ
う
な
発
展
段
階
の
生
産
単
位
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
作
業
、
具
体
的
に
は
現

代
巨
大
産
業
資
本
に
独
自
的
な
生
産
単
位
１
１
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
規
模
的
お
よ
び
形
態
的
規
定
と
そ
の
内
部
構
造
の
論
理
規
定
を

あ
き
ら
か
に
す
る
作
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
総
集
約
は
拙
著
『
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
過
程
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年

八
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
ご
く
か
ん
た
ん
に
要
約
し
て
み
れ
ぼ
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

　
ま
ず
第
一
に
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
規
模
的
な
規
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
少
た
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
の
前
半
の
時

点
に
お
い
て
は
、
目
本
の
場
合
に
は
投
下
資
本
一
〇
〇
億
円
以
上
の
生
産
単
位
で
あ
る
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
「
投
下
資
本
」
は
実
際
の
投
下
資
本
で
は
な
く
、
会
計
帳
簿
上
の
投
下
資
本
、
す
た
わ
ち
取
得
価
額
マ
ィ

ナ
ス
減
価
償
却
額
で
あ
る
）
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
細
か
く
産
業
部
門
ご
と
に
そ
こ
で
の
巨
大
産
業
資
本
１
１
巨
大
産
業
企

業
（
こ
れ
自
体
は
、
や
は
り
少
た
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
の
前
半
時
点
に
お
い
て
は
、
使
用
総
資
本
１
１
総
資
産
一
、
○
○
○
億
円
以
上
の
企
業
で
あ

る
と
前
提
し
て
い
る
）
に
独
自
的
な
生
産
単
位
の
規
模
レ
ベ
ル
を
み
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た

と
え
ば
、
そ
れ
は
、
一
方
で
は
鉄
鋼
業
の
場
合
に
は
投
下
資
本
五
〇
〇
億
円
以
上
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
繊
維
工
業
の
場
合
に
は
五

〇
億
円
以
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
み
て
み
る
と
、
投
下
資
本
一
〇
〇
億
円
以
上
と
そ
れ
未
満
と
の
間
の
と
こ
ろ
で
企
業
規

模
別
の
生
産
単
位
規
模
構
成
の
傾
向
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
投
下
資
本
一
〇
〇
億
円
未
満
の
生
産
単
位
規

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
三
七
）
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三
八
　
（
三
八
）

模
に
な
る
と
巨
大
企
業
以
外
の
企
業
に
属
す
る
生
産
単
位
が
急
増
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
巨
大
企
業
に
独
自
的

な
生
産
単
位
１
１
巨
大
生
産
単
位
に
統
一
的
．
一
般
的
な
規
模
的
規
定
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
投
下
資
本
一
〇
〇
億
円
以
上
の

生
産
単
位
で
あ
る
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
規
模
的
観
定
を
も
っ
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
形
態
的
規
定
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
外
観
的
に
ど
の
よ

う
な
形
態
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
っ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
一
部
十
三
章
「
機
械
と
大
工
業
」

で
示
し
て
い
る
生
産
単
位
概
念
と
し
て
の
「
工
場
」
概
念
を
用
い
て
み
て
み
る
と
、
’
い
ず
れ
に
し
て
も
単
独
の
工
場
と
し
て
片
づ
げ

ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
素
材
加
工
過
程
的
に
、
す
な
わ
ち
垂
直
的
・
段
階
的
に
杵
関
連
し
た
異
種
工
場
の
結
合
体
１
１
工
場
結
合

体
１
ー
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
う
形
態
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
巨
大
生
産
単
位
と
し
て
の
み
存

在
す
る
よ
う
な
工
場
結
合
体
１
ー
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
・
と
く
に
い
ま

の
べ
た
よ
う
に
「
垂
直
的
．
段
階
的
に
相
関
連
し
た
異
種
工
場
の
結
合
体
」
で
あ
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
（
そ
れ
が
「
工
場
結
合

体
」
と
い
う
場
合
の
正
確
た
内
容
揚
定
で
あ
る
）
。
と
い
う
の
は
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
形
態
に
つ
い
て
の
こ
の
観
定
は
、
い
ま
の
べ

た
よ
う
に
そ
れ
が
単
独
の
工
場
で
は
た
い
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
も
う
一
っ
の
排
除
観
定
を
お
の
ず
か
ら
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
す
次
わ
ち
、
こ
の
形
態
的
規
定
に
よ
づ
て
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
は
、
ま
ず
そ
れ
か
単
独
の
工
場
で
は
な
い
と
同
時
に
・

さ
ら
に
同
じ
く
異
種
工
場
の
結
合
体
で
あ
っ
て
も
「
素
材
加
工
過
程
上
で
同
一
段
階
に
あ
る
異
種
工
場
の
、
し
た
が
っ
て
横
断
的
た

結
合
体
」
、
す
な
わ
ち
い
わ
ば
「
工
場
群
」
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
・

　
第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
工
場
結
合
体
１
ー
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
う
形
態
的
規
定
を
も
つ
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
内
部
構
造
の
論
理
観

定
に
っ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
ま
ず
労
働
生
産
力
構
造
の
側
面
か
ら
み
て
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
一
部
第
四
篇
第
十
一
章



「
協
業
」
１
↓
第
十
二
章
「
分
業
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
」
１
↓
第
十
三
章
「
機
械
と
大
工
業
」
で
工
場
１
１
単
独
の
工
場
の
場
合

に
っ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
三
段
階
の
論
理
的
規
定
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
第
一
段
階
（
第
一
；
早
「
協
業
」
）
。
そ
れ
は
、
杜
会
的
労
働
過
程
の
労
働
生
産
力
構
造
を
基
礎
と
し
て
い
る
（
す
な
わ
ち
個
人
的
労

働
過
程
の
労
働
生
産
力
構
造
で
は
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
第
二
段
階
（
第
二
一
章
「
分
業
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
」
）
。
そ
こ
で
は
労
働
組
織
が
そ
の
原
理
的
な
変
革
形
態
と
し
て
の
、
分
業
”

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

作
業
分
担
に
も
と
づ
く
協
業
彬
態
の
労
働
組
織
と
し
て
存
在
し
て
い
る
（
す
な
わ
ち
、
単
純
協
業
形
態
の
労
働
組
織
で
は
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
第
三
段
階
（
第
；
一
章
「
機
械
と
大
工
業
」
）
。
そ
こ
で
は
、
さ
ら
に
労
働
手
段
が
そ
の
原
理
的
な
変
革
形
態
と
し
て
の
機
械
体
系
と

し
て
存
在
し
て
い
る
（
す
な
わ
ち
、
単
な
る
道
具
で
は
な
い
）

と
い
う
三
段
階
の
論
理
規
定
を
前
提
１
１
内
包
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
に
第
四
段
階
目
の
新
た
な
要
因
（
『
資
本
論
』
で
は
示
さ
れ
て
い

な
い
新
た
な
要
因
）
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
第
四
段
階
。
そ
こ
で
は
、
さ
ら
に
管
理
機
構
が
そ
の
原
理
的
な
変
革
移
態
、
す
な
わ
ち
¢
ラ
イ
ソ
・
ス
タ
ッ
フ
組
織
と
◎
情
報
処

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

理
機
械
体
系
、
と
く
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
管
理
労
働
実
現
媒
介
要
因
と
す
る
管
理
機
構
と
し
て
存
在
し
て
い
る
　
（
¢
単

純
な
ラ
ィ
ン
組
織
や
ゆ
単
た
る
清
報
の
媒
体
と
し
て
の
伝
票
・
ヵ
ー
ド
な
ど
を
管
理
労
働
実
現
媒
介
要
因
と
す
る
管
理
機
構
で
は
た
い
）
。

と
い
う
新
た
な
要
因
が
追
加
さ
れ
た
、
四
段
階
の
論
理
規
定
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
さ
ら
に
資
本
・

賃
労
働
関
係
の
側
面
か
ら
み
て
み
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
四
段
階
の
論
理
規
定
１
１
四
つ
の
要
因
を
内
包
す
る
労
働
生
産
力
構
造
に
規

定
さ
れ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
工
場
の
場
合
に
っ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
資
本
の
下
へ
の
労
働
の
実
質
的
包
摂
の
度
合
よ
り
も
質
的

に
よ
り
一
段
と
深
化
し
た
ぞ
れ
を
実
現
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
三
九
）
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四
〇
　
（
四
〇
）

　
以
上
が
、
現
代
巨
大
産
業
資
本
に
独
自
的
な
生
産
単
位
１
１
現
代
巨
大
生
産
単
位
に
っ
い
て
わ
た
く
し
が
こ
れ
ま
で
に
あ
き
ら
か
に

し
て
き
た
主
要
点
の
要
約
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
現
代
巨
大
生
産
単
位
を
あ
え
て
規
定
す
る
こ
と
は
、
一
体
経
済
学
的
に
ど
の
よ
う
た
意
味
を
も
っ
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
ま
ず
第
一
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
点
は
、
す
で
に
以
上
の
現
代
巨
大
生
産
単
位

の
観
定
、
と
く
に
第
三
に
あ
き
ら
か
に
し
た
そ
の
内
部
構
造
の
論
理
観
定
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現

代
巨
大
生
産
単
位
の
規
定
に
よ
っ
て
、
現
代
巨
大
産
業
資
本
、
す
な
わ
ち
現
代
の
支
配
的
な
産
業
資
本
の
直
接
的
生
産
過
程
を
実
現

す
る
資
本
・
賃
労
働
関
係
は
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
で
工
場
の
場
合
に
っ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
事
態
よ
り
も
質
的
・
段
階

的
に
よ
り
高
次
の
も
の
に
展
開
し
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
剰
余
価
値
生
産
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
の
資
本
の
下
へ
の
労
働
の
実
質
的

包
摂
の
度
合
は
マ
ル
ク
ス
の
工
場
の
場
合
の
事
態
よ
り
も
質
的
に
よ
り
一
層
深
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ

れ
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
得
る
こ
と
の
意
味
は
、
と
く
に
労
働
問
題
関
係
の
研
究
に
と
っ
て
小
さ

く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
現
在
の
労
働
間
題
研
究
（
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
具
体
的
に
は
さ
ら
に
種
々
の
領
域
を
含
ん
で
い
る

が
）
の
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
現
代
の
支
配
的
な
産
業
資
本
の
下
で
の
資
本
・
賃
労
働
関
係
が
、
マ
ル
ク
ス
が

『
資
本
論
』
で
工
場
の
場
合
に
っ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
事
態
よ
り
も
質
的
・
段
階
的
に
よ
り
高
次
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
意
識
的
・
明
示
的
に
前
提
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
た
傾
向
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
個
々

の
現
代
的
な
諾
特
徴
の
指
摘
は
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
現
代
の
資
本
・
賃
労
働
関
係
も
結
局
に
お
い
て
は
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』

で
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
事
態
の
具
体
的
展
開
１
－
貫
徹
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
現
代
的
な
諸

特
徴
が
ま
さ
に
以
上
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
な
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
質
的
・
段
階
的
展
開
の
結
果
と
し
て
統
一
的
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
た
こ
と



に
は
な
っ
て
い
た
い
）
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
、
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
展
開
の
基
礎
に
あ
る
労
働
生
産
力
構
造
の
展
開
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
認
識
の
欠
如
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
以
上
の
点
は
す
で
に
基
本
的
た
内
容
を
説
明
し
終
え
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
．
は
こ
れ
以
上
立
入
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
を
規
定
す
る
こ
と
の
経
済
学
的
な
意
味
に
関
し
て
、
さ
ら
に
第
二
に
指
摘
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
点
は
、

先
に
要
約
し
た
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
規
定
の
う
ち
、
と
く
に
第
一
の
規
模
的
規
定
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
現

代
巨
大
生
産
単
位
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
の
独
占
形
成
の
基
礎
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
、
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
そ
の
う
ち
の
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、

現
代
巨
大
生
産
単
位
は
そ
の
一
単
位
あ
た
り
の
投
下
資
本
が
一
〇
〇
億
円
以
上
、
業
種
に
よ
っ
て
は
五
〇
〇
億
円
以
上
（
鉄
鋼
業
の

場
合
）
と
い
う
文
字
ど
お
り
巨
大
た
投
下
資
本
を
擁
す
る
生
産
単
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
存
立
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
を
新
規
に
－
確
保
し
よ
う
と
す
る
産
業
資
本
に
と
っ
て
投
資
単
位
あ
た
り
の
絶
対
的
最
低
必
要
資
本
額
の
著
し

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

い
巨
大
化
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
必
然
的
に
当
該
産
業
へ
の
新
規
産
業
資
本
の
参
入
に
対
す
る
障
害
ｎ
参
入
障
壁

と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
現
代
巨
大
生
産
単
位
を
観
定
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

は
玩
代
の
独
占
彩
成
の
基
礎
を
な
す
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
、
た
だ
し
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
の
一
っ
と
し
て
の
投
資

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

単
位
あ
た
り
絶
対
的
最
低
必
要
資
本
額
の
巨
大
化
と
い
う
条
件
を
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
得
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
た

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
を
観
定
す
る
こ
と
の
経
済
学
的
た
意
味
を
以
上
の
よ
う
に
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
、
し

た
が
っ
て
現
代
の
独
占
形
成
の
条
件
と
の
か
か
わ
り
で
問
題
と
す
る
場
合
、
い
ま
の
べ
た
投
資
単
位
あ
た
り
絶
対
的
最
低
必
要
資
本

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
四
一
）
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、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
四
二
）

額
の
巨
大
化
と
い
う
条
件
は
そ
れ
に
よ
っ
て
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
得
る
も
っ
と
も
重
要
た
条
件
の
一
っ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

だ
げ
に
っ
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
代
巨
大
生
産
単
位
を
観
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
得
る
寡
占
的
市
場

構
造
の
存
立
条
件
は
、
一
つ
は
こ
の
絶
対
的
最
低
必
要
資
本
額
の
巨
大
化
と
い
う
条
件
、
す
な
わ
ち
そ
も
そ
も
こ
の
現
代
巨
大
生
産

単
位
の
成
立
に
か
か
わ
る
経
済
的
条
件
で
あ
る
が
、
も
う
一
っ
の
重
要
な
そ
れ
は
こ
の
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
機
能
の
あ
り
方
、
す

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
わ
ち
そ
れ
が
実
現
す
る
生
産
方
式
に
か
か
わ
る
条
件
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
の
生
産
物
の
質
的
お
よ
び
数

量
的
な
特
徴
に
か
か
わ
る
条
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
が
実
現
す
る
生
産
方
式
の
あ
り
方
と
か
か
わ
っ
て
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ら
に
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
を
規
定
す
る
条
件
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
さ
ら
に
こ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
す
で
に
冒
頭
で
要
約
し
て
お
い
た
よ
う
た
、
こ
れ
ま
で

に
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
観
定
、
主
と
し
て
三
っ
の
観
定
で
は
、
不
十
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で

の
規
定
に
加
え
て
、
さ
ら
に
先
に
の
べ
た
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
に
っ
い
て
の

規
定
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
象
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
を
具

体
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
も
ち
な
が
ら
、
こ
の
勢
伶
巨
大
生
壷
単
依
小
夷
勢
か
か
生
蕗
亦
卦
に
へ
い
－
小
齢

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

定
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
ｒ
）
　
こ
こ
で
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
と
い
う
場
合
、
わ
た
く
し
は
こ
れ
を
「
参
入
障
壁
」
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
寡
占
的

　
　
　
市
場
構
造
の
存
立
条
件
と
は
、
一
た
ん
成
立
し
た
寡
占
的
市
場
構
造
が
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
構
造
的
な
も
の
と
し
て
存

　
　
　
続
し
て
い
く
た
め
の
条
件
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
条
件
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
参
入
障
壁
の
あ
り
方
に
帰
着
す
る
と
考
え
ら
れ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
ｐ
よ
う
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
の
参
入
障
壁
と
し
て
も
っ
と
も
基
本
的
な
要
因
は
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う



　
　
に
、
っ
ぎ
の
四
っ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
¢
絶
対
的
最
低
必
要
資
本
額
の
巨
大
化
、
　
観
模
の
経
済
性
に
よ
る
優
位
性
（
す
な
わ

　
　
ち
、
参
入
が
市
場
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
ほ
ど
の
規
模
で
し
か
行
い
得
な
い
こ
と
）
、
　
生
産
物
差
別
化
に
よ
る
優
位
性
、
＠
生
産

　
　
．
流
通
．
金
融
費
用
上
で
の
絶
対
的
優
位
性
。
以
上
、
参
入
障
壁
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
新
野
幸
次
郎
『
現
代
市
場
構
造
の
理
論
』

　
　
新
評
論
、
一
九
六
八
年
、
第
三
章
２
・
１
・
ｃ
、
第
四
章
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
参
入
障
壁
の
理
論
の
先
駆
者
ベ
イ
ソ
（
霊
ぎ

　
　
－
ｃ
ｏ
）
の
場
合
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
¢
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
事
実
に
お
い
て
は
そ
の
意
義
を
認
め
て
い
る
が
、
理
論
上
で
は
、
お
そ
ら

　
　
く
こ
の
要
因
の
参
入
障
壁
と
し
て
の
意
義
の
測
定
上
の
困
難
さ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
無
視
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
イ
ソ
が
理
論
的

　
　
に
参
入
障
壁
の
形
成
諸
要
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
　
、
　
、
＠
の
三
つ
で
あ
る
（
雰
貝
－
９
Ｈ
己
易
三
巴
○
Ｈ
電
己
§
ぎ
ｐ

　
　
い
邑
＆
・
Ｈ
寓
・
◎
一
〇
プ
岩
・
・
◎
一
官
沢
健
一
監
訳
『
産
業
組
織
論
』
丸
善
、
一
九
七
〇
年
、
上
巻
、
第
八
章
）
。

（
２
）
　
生
産
方
式
の
あ
り
方
と
か
か
わ
っ
て
存
在
す
る
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
と
は
、
注
（
１
）
で
あ
げ
た
参
入
障
壁
の
形
成
諾
要
因
の

　
　
う
ち
で
は
、
◎
観
模
の
経
済
性
に
よ
る
優
位
性
、
お
よ
び
　
生
産
物
差
別
化
に
よ
る
優
位
性
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
対
応
し
て
い
る
。
た

　
　
だ
し
、
本
稿
で
は
、
１
以
下
で
の
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
の
分
析
結
果
を
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
寡
占
的
市
場
構
造

　
　
の
存
立
条
件
１
１
参
入
障
壁
の
形
成
要
因
と
い
う
次
元
で
理
論
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
作
業
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て

　
　
機
会
を
み
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

１
１

生
産
方
式
に
つ
い
て
の
理
論

　
さ
て
、
本
稿
で
は
こ
う
し
て
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
に
１
っ
い
て
の
規
定
を
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る

こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
場
合
、
ま
ず
は
じ
め
に
こ
の
「
生
産
方
式
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
そ
の
一
般
的
な
理
解
を
か
ん
た
ん

に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
」
た
だ
し
、
後
に
具
体
的
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
わ
た
く
し
自
身
は
、
現
在
の
具
体
的
な
事
実
を
説

明
す
る
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
を
か
な
ら
ず
し
も
十
分
満
足
な
も
の
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
っ
ぎ
の
皿
お
よ
び
ｖ
で
の
説
明
を
通
し
て
、
さ
ら
に
他
方
で
は
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
四
三
）
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生
産
方
式
に
っ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
の
発
展
１
１
具
体
化
を
意
図
し
て
い
る
。

四
四
　
（
四
四
）

１

生
産
方
式
に
つ
い
て
の
一
般
的
理
解

　
　
　
藻
利
重
隆
氏
の
場
合
を
中
心
に
し
て

　
さ
て
、
生
産
方
式
と
い
わ
れ
る
も
の
に
っ
い
て
一
般
的
に
ど
の
よ
う
な
理
解
が
存
在
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
こ
れ
を
早
く
か
ら
（
わ
た
く
し
が
知
る
限
り
で
は
第
二
次
大
戦
後
ま
も
な
く
）
き
わ
め
て
整
理
さ
れ
た
か
た
ち
で
提
示
し
て
こ
ら
れ
た

藻
利
重
隆
氏
の
場
合
に
っ
い
て
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
説
明
は
、
論
者
に
よ
っ
て
分
類
が
細
か
く
な

っ
た
り
、
重
点
の
お
き
方
が
異
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
面
的
に
は
千
差
万
別
の
感
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
以
下
の
よ

う
な
藻
利
氏
の
説
明
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
（
た
お
、
以
下
の
引
用
の
部
分
は
す
べ
て
藻
利
氏
『
流
れ
作
業

組
織
の
理
論
』
ア
カ
ギ
書
房
、
一
九
四
七
年
、
か
ら
の
引
用
で
あ
る
）
。

　
ｃ
○
　
生
産
方
式
の
諾
類
型

　
さ
て
、
ま
ず
生
産
方
式
そ
の
も
の
に
っ
い
て
、
藻
利
氏
は
っ
ぎ
の
よ
う
汰
類
型
区
分
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

　
企
業
の
生
産
方
式
に
は
、
注
文
生
産
と
市
場
生
産
な
い
し
見
込
生
産
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
な
類
型
が
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
ま
ず
注
文
生
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
場
合
に
は
「
個
々
の
顧
客
の
要
求
す
る
意
匠
、
品
質
、
観
格
等
を
充
足
す

る
た
め
に
各
種
の
特
殊
製
品
を
生
産
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
所
謂
『
個
別
生
産
』
（
里
§
¢
冨
◎
旨
葦
８
◎
Ｐ
１
｛
胃
旨
旨
胴
）

を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
個
々
の
特
殊
製
品
に
対
す
る
注
文
数
量
は
、
一
般
に
少
量
で
あ
り
自
ら
釦
魯
か
旦
到
生
産
が
要
請

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
注
文
生
産
乃
至
個
別
生
産
の
特
質
は
、
多
種
少
量
生
産
に
求
め
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
九
～
一
〇



べ
ー
ジ
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
市
場
生
産
の
場
合
に
は
「
生
産
せ
ら
る
べ
き
商
品
は
特
殊
製
品
で
は
な
く
し
て
一
般
製
品
で
あ
り
、
そ
の
意
匠
、

品
質
、
規
格
の
如
き
は
生
産
者
の
見
込
み
に
よ
っ
て
於
定
せ
ら
れ
る
の
を
一
般
と
す
る
。
か
く
て
市
場
生
産
は
注
文
生
産
と
は
逆
に

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

少
種
多
量
生
産
を
そ
の
特
質
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
一
〇
べ
ー
ジ
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
後
者
の
市
場
生
産
に
－
っ
い
て
は
、
具
体
的
に
み
て
み
る
と
さ
ら
に
二
っ
の
場
合
が
存
在
し
て
い
る
。
一
っ
は
い

う
ま
で
も
な
く
い
わ
ゆ
る
「
大
量
生
産
」
（
竃
轟
口
。
彗
肩
◎
２
葦
；
◎
ｐ
－
｛
彗
持
昌
胴
）
で
あ
り
、
そ
の
「
特
質
は
こ
れ
を
単
種
多
量
生
産

に
求
む
べ
き
」
（
一
〇
べ
－
ジ
）
も
の
で
あ
る
。
「
し
か
し
市
場
生
産
は
大
量
生
産
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
少
種
多

量
生
産
は
決
し
て
単
種
多
量
生
産
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
わ
れ
わ
れ
は
単
種
多
量
生
産
方
式
に
非
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ざ
る
少
種
多
量
生
産
方
式
と
し
て
の
複
種
多
量
生
産
方
式
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
一
の
生
産
施
設
に
於
て
二
種
以
上
の
製
品

が
生
産
せ
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
そ
れ
は
個
別
生
産
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
多
量
生
産
方
式
を
な
す
限
り
に
於
て
そ
れ

は
大
量
生
産
に
類
似
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
多
量
生
産
方
式
た
る
こ
と
は
多
種
生
産
を
否
定
し
て
少
種
生
産
を
要
請
す
る
の
で
あ
る
。

所
謂
『
組
別
生
産
』
（
Ｃ
っ
邑
彗
－
◎
Ｐ
零
甘
彗
肩
邑
声
葦
；
Ｏ
ｑ
．
－
｛
實
島
旨
四
）
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
」
（
一
一
ぺ
－
ジ
）

　
以
上
の
よ
う
な
生
産
方
式
の
諸
類
型
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
作
業
彩
態
も
加
え
て
さ
ら
に
図
式
化
し
て
示
し
て
み
る
と
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
二
一
べ
ー
ジ
）
。

一
讐
い
讐
刻
崔
箏
簑
一
撮

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

四
五
　
（
四
五
）
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四
六
　
（
四
六
）

　
○
　
作
業
組
織
の
諾
類
型

　
さ
て
、
以
上
は
藻
利
氏
の
生
産
方
式
そ
の
も
の
に
っ
い
て
の
類
型
区
分
で
あ
る
が
、
氏
は
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
実
現
条
件
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
作
業
組
織
」
の
諸
類
型
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
っ
ぎ
に
こ
れ
を
紹
介
し
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
注
文
生
産
に
つ
い
て
は
、
　
「
多
種
少
量
生
産
を
そ
の
特
質
と
す
る
注
文
生
産
が
作
業
組
織
に
対
し
て
提
出
す
る
要
請
は
そ
れ

が
万
能
的
た
る
べ
き
こ
と
に
存
し
た
。
従
っ
て
注
文
生
産
型
作
業
組
織
は
こ
の
要
請
に
答
え
て
、
如
何
な
る
特
殊
製
品
を
も
生
産
し

　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

得
べ
き
万
能
乃
至
汎
用
作
業
組
織
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
作
業
組
織
の
特
殊
化
乃
至
専
門
化
は
許
さ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
か
く
の
如
き
作
業
組
織
の
形
態
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
次
の
二
種
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
Ｈ
万
能
職
場
作
業
組
織
、

○
機
種
別
職
場
作
業
組
織
。
－
…
…
し
か
し
て
こ
こ
に
か
静
駄
勢
と
は
各
種
の
万
能
機
械
乃
至
汎
用
機
械
を
同
一
の
職
場
に
集
合
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
工
場
を
意
味
し
、
機
種
別
職
場
（
事
胃
訂
§
け
）
と
は
同
一
種
類
の
機
械
の
み
を
同
一
の
職
場
に

集
合
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
械
の
種
類
ご
と
に
形
成
せ
ら
れ
る
工
場
を
意
味
す
る
。
」
（
二
〇
～
二
一
べ
－
シ
）
次
お
、
「
い
ま
注

文
生
産
の
規
模
を
大
小
の
二
種
に
大
別
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
万
能
職
場
作
業
組
織
が
小
規
模
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
機
種
別
職

場
作
業
組
織
は
大
規
模
型
を
な
す
こ
と
と
た
る
－
…
－
。
」
（
二
ニ
ベ
ー
ジ
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
市
場
生
産
に
っ
い
て
は
、
そ
の
「
典
型
的
方
式
が
単
種
多
量
生
産
を
そ
の
特
質
と
す
る
大
量
生
産
に
見
出
さ
れ

る
こ
と
は
既
に
こ
れ
を
明
に
し
た
。
、
と
こ
ろ
で
専
ら
単
一
種
類
の
製
品
の
み
を
生
産
す
る
こ
の
方
式
が
作
業
組
織
に
対
し
て
提

出
す
る
要
誇
は
こ
の
特
定
製
品
の
生
産
の
み
を
中
心
と
す
る
浄
度
小
捧
床
仏
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
き
高
度

の
特
殊
化
は
第
一
に
生
産
の
為
め
に
使
用
せ
ら
る
べ
き
機
械
、
装
置
及
び
某
の
他
の
生
産
施
設
並
び
に
工
具
等
に
対
す
る
徹
底
的
な

る
特
殊
化
、
専
門
化
を
要
請
す
る
と
共
に
更
に
第
二
に
か
く
の
如
き
労
働
手
段
に
よ
る
作
業
組
織
の
移
成
が
専
ら
特
定
製
品
の
生
産



を
中
心
と
し
て
展
開
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
。
し
か
し
て
か
く
の
如
き
要
請
に
答
え
得
べ
き
作
業
組
織
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は

『
品
種
別
職
場
作
業
組
織
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
作
業
組
織
の
特
性
は
職
場
が
、
特
定
製
品
の
生
産
に
っ
い
て
発
現
す

べ
き
作
業
乃
至
作
業
工
程
の
順
序
を
中
心
と
し
て
、
従
っ
て
作
業
対
象
の
進
行
経
路
が
最
短
距
離
に
於
て
展
開
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を

中
心
と
Ｌ
て
彩
成
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
。
」
（
二
四
～
二
五
ぺ
－
ジ
）

　
し
か
し
、
　
「
か
く
の
如
き
品
種
別
職
場
作
業
組
織
の
移
成
は
決
し
て
大
量
生
産
方
式
に
於
て
の
み
可
能
な
る
も
の
で
は
な
い
。
即

ち
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
作
業
組
織
が
市
場
生
産
方
式
の
他
の
形
態
た
る
組
別
生
産
方
式
に
於
て
も
ま
た
可
能
で
あ
る
の
み
た
ら
ず
、
更

に
１
最
も
合
理
的
な
る
作
業
組
織
を
な
す
の
で
あ
り
、
従
っ
て
品
種
別
職
場
作
業
組
織
こ
そ
は
正
に
，
市
場
生
産
型
作
業
組
織
に
他
な
ら

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ほ
な
ら
た
い
。
」
（
二
六
べ
－
ジ
）
「
市
場
生
産
は
そ
れ
が
大
量
生
産
た
る
と
組
別
生
産
た
る
と
を
問

は
ず
共
に
品
種
別
職
場
作
業
組
織
の
形
成
を
要
求
す
る
。
」
（
二
七
べ
ー
ジ
）

　
「
と
こ
ろ
で
大
量
生
産
型
作
業
組
織
は
決
し
て
単
に
品
種
別
職
場
作
業
組
織
に
っ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
わ
れ
わ
れ
は
更
に

『
流
れ
作
業
組
織
』
を
論
じ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
品
種
別
職
場
作
業
は
各
作
業
対
象
を
工
程
か
ら
工
程
へ
と
逐
次
前
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

せ
し
め
て
作
業
を
実
施
す
る
方
法
に
於
て
展
開
せ
ら
れ
る
。
…
…
－
し
か
も
こ
の
場
合
作
業
対
象
の
前
進
に
は
何
ら
の
強
制
を
も
見
出

し
得
な
い
の
が
こ
の
作
業
方
法
の
特
質
を
た
す
。
…
…
（
こ
れ
に
対
し
て
…
引
用
者
）
『
流
れ
作
業
』
（
雲
婁
｛
實
冨
…
。
・
◎
Ｐ
由
ｈ
匡
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
品
種
別
職
場
作
業
に
対
し
て
時
問
的
に
規
則
的
な
る
強
制
進
行
性
（
Ｎ
奉
彗
置
ぎ
濤
ぎ
６
の
賦
与
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
流

れ
作
業
組
織
は
か
く
の
如
き
流
れ
作
業
の
展
開
を
保
証
す
べ
き
作
業
組
織
に
他
な
ら
な
い
。
…
…
－
し
か
し
て
大
量
生
産
型
作
業
組
織

は
こ
の
流
れ
作
業
組
織
に
於
て
最
も
合
理
的
な
る
段
階
に
到
達
し
得
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
八
～
二
九
べ
－
ジ
）

　
以
上
の
よ
う
た
作
業
組
織
の
諸
類
型
を
さ
ら
に
図
式
化
し
て
示
し
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
三
八
ぺ
－
ジ
）
。

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
四
七
）
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｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
Ｄ
万
能
職
場
作
業
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
機
種
別
職
場
作
業
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭
哨
帥
吋
哨
舳
／
蠣
拭
錆
躰
鴻

四
八
　
（
四
八
）

２
　
一
般
的
理
解
の
間
題
点

　
以
上
、
藻
利
重
隆
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
な
生
産
方
式
そ
の
も
の
お
よ
び
そ
の
実
現
条
件
と
し
て
の
作
業
組
織
に
っ
い
て
の
理

解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
次
藻
利
氏
の
場
合
の
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
理
解
は
そ
れ
自
体
と
し
て
き
わ
め
て
明
解
な
も
の
で
あ
り
・
ま

た
そ
れ
は
依
然
と
し
て
一
定
の
実
際
的
な
有
用
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
一
般
的
た
理
解
を

最
大
公
約
数
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
て
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ
の
明
解
各
と
一
定
の
有
用
さ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
現
在
の
具
体
的
な
現
実
を
説
明
す
る
上
で
は
か
な
ら
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な

い
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
っ
ぎ
の
皿
お
よ
び
ｖ
で
の
具
体
的
な
現
実
の
説
明
を
ふ
ま
え
た
上
で
具
体
的
に
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る

が
、
こ
こ
で
は
以
上
で
示
さ
れ
て
い
る
理
解
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
の
範
囲
内
で
の
若
干
の
間
題
点
を
指
摘
し
、
以
上
の
よ
う
な

生
産
方
式
に
っ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
を
わ
た
く
し
な
り
に
も
う
少
し
整
備
さ
れ
た
か
た
ち
で
提
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
・
以
上

の
よ
う
な
一
般
的
理
解
に
っ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
間
題
点
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
よ
り
整
備
さ
れ
、
深
化
さ
れ
た
か
た
ち
で

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
、
現
在
の
具
体
的
な
現
実
を
説
明
す
る
上
で
の
そ
の
不
十
分
さ
を
よ
り
鮮
明
に
浮
び
上
ら
せ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。



　
い
　
　
「
大
量
生
産
」
の
概
念
規
定
に
つ
い
て

　
そ
こ
で
、
ま
ず
第
一
に
い
わ
ゆ
る
「
大
量
生
産
」
と
い
う
こ
と
の
概
念
規
定
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
っ
い
て
は
、
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

利
氏
の
場
合
に
は
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
こ
れ
を
単
種
多
量
生
産
に
限
定
し
、
し
た
が
っ
て
少
種
多
量
生
産
１
１
市
場
生
産
の

一
実
現
形
態
、
し
か
も
そ
の
発
展
の
極
致
的
な
一
実
現
形
態
に
限
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
大
量
生
産
と
い
う

こ
と
を
こ
の
よ
う
に
単
種
多
量
生
産
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
で
は
、
現
代
の
生
産
の
現
実
の
中
で
大
量
生
産
と
い
う
概
念
で
把
握
さ

れ
る
べ
き
内
容
が
嬢
少
化
さ
れ
、
大
量
生
産
と
い
う
こ
と
の
も
つ
意
味
が
過
少
評
価
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
わ
ち
、
大
量
生
産
と
い
う
場
合
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
特
徴
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
多
量
生
産
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

現
実
に
は
純
粋
に
単
種
多
量
生
産
で
あ
る
よ
う
な
場
合
は
多
量
生
産
の
支
配
的
な
場
合
で
は
な
く
、
む
し
ろ
複
種
多
量
生
産
が
現
実

に
は
多
量
生
産
の
支
配
的
な
場
合
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
の
よ
う
な
現
実
を
ふ
ま
え
て
大
量
生
産
と
い
う
こ
と
を
概

念
規
定
す
る
と
す
れ
ぼ
ど
の
よ
う
な
規
定
が
妥
当
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ぼ
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ

れ
を
少
種
多
量
生
産
１
１
市
場
生
産
一
般
と
し
て
広
く
規
定
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
生

産
の
実
現
移
態
と
し
て
の
組
別
生
産
１
１
複
種
多
量
生
産
お
よ
び
単
種
多
量
生
産
は
、
同
時
に
大
量
生
産
の
実
現
形
態
を
な
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
た
る
（
た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
な
大
量
生
産
の
概
念
観
定
は
先
の
藻
利
氏
の
理
解
１
１
類
型
区
分
を
前
提
と
す
る
範
囲
内
で
の
こ
と

で
あ
る
。
後
に
皿
で
は
、
大
量
生
産
の
概
念
規
定
の
さ
ら
に
新
た
な
内
容
が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）
。

　
の
　
　
「
多
」
・
「
少
」
の
概
念
規
定
に
つ
い
て

　
と
こ
ろ
で
、
藻
利
氏
の
場
合
、
以
上
の
よ
う
に
生
産
方
式
の
諾
類
型
を
特
徴
づ
げ
る
た
め
に
，
多
種
少
量
生
産
な
い
し
少
種
多
量
生

産
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
こ
の
場
合
の
「
多
」
、
「
少
」
と
い
う
相
対
的
な
量
の
内
容
を
さ
ら
に

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
四
九
）
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五
〇
　
（
五
〇
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立
入
っ
て
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
た
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
相
対
的
な
量
の
観
定
に
っ
い
て
は
、
こ
の
場
合

も
う
少
し
内
容
に
立
入
っ
た
、
明
確
な
揚
定
１
１
質
的
規
定
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
規
定
に
よ
ら
て
特

徴
づ
げ
ら
れ
る
生
産
方
式
の
諸
類
型
の
基
本
的
性
格
か
ら
み
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
規
定
は
お
の
ず
か
ら
一
っ
の
質
的
規
定
を
含
ん

で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
っ
い
て
も
結
論
的
に
い
え
ぱ
、
以
上
の
よ
う
に
多
種
少
量
生
産
な
い
し
少
種
多
量

生
産
と
い
う
場
合
の
「
多
」
と
「
少
」
と
の
相
異
は
、
内
容
的
に
は
そ
の
数
量
（
品
種
や
生
産
物
の
数
量
）
が
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
い
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
定
量
で
あ
る
か
、
不
定
量
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
具

体
的
に
い
え
ば
、
多
種
少
量
生
産
と
は
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
て
い
な
い
多
種
類
の
生
産
物
を
一
定
量
づ
っ
、
し
か
も
実
際
に
比
較

的
少
量
づ
っ
生
産
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
少
種
多
量
生
産
と
は
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
た
、
実
際
に
比
較
的
少
種
類
の
生
産
物

を
不
定
量
、
し
た
が
っ
て
文
字
ど
お
り
多
量
に
わ
た
っ
て
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
な

「
多
」
お
よ
び
「
少
」
に
っ
い
て
の
内
容
規
定
は
、
や
は
り
先
の
藻
利
氏
の
類
型
区
分
を
前
提
と
す
る
範
囲
内
で
の
こ
と
で
あ
る
。
後
の
皿
で
は
、

や
は
り
そ
れ
ら
、
と
く
に
「
多
種
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
新
た
な
内
容
が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）
。

　
ゆ
　
　
「
作
業
組
織
」
の
理
解
に
つ
い
て

　
さ
ら
に
第
三
に
、
藻
利
氏
の
場
合
に
「
作
業
組
織
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
理
解
に
っ
い
て
そ
の
間
題
点
を
指
摘
し
て
み
る
と
、

そ
の
ま
ず
第
一
の
点
は
、
そ
れ
は
そ
の
表
現
か
ら
も
十
分
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
杜
会
的
労
働
過
程
の
労
働
生
産
力
規
定
要
因
と
の
か

か
わ
り
で
い
え
ば
と
く
に
労
働
組
織
と
い
う
要
因
の
具
体
的
な
存
在
形
態
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
よ
う
な
視
点
か
ら
み
た
場
合
、
以
上
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
そ
の
類
型
区
分
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
こ
の
労
働
組
織
と
い
う

要
因
の
具
体
的
な
存
在
形
態
の
規
定
を
示
す
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
労
働
組
織
の
具



体
的
な
存
在
形
態
と
い
う
場
合
、
も
う
少
し
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
そ
の
原
理
的
に
変
革
さ
れ
た
彩
態
と
し
て
の
作
業
分
担
に

基
づ
く
協
業
形
態
の
労
働
組
織
が
さ
ら
に
現
実
に
取
る
具
体
的
な
存
在
移
態
の
こ
と
で
あ
る
が
、
以
上
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
作

業
組
織
の
類
型
区
分
は
こ
の
よ
う
な
労
働
組
織
が
実
現
す
る
作
業
分
担
関
係
の
具
体
的
な
形
態
に
っ
い
て
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
示

す
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
示
し
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
工
場
内
に
お
げ
る
職
場
編
成
の
諸
形
態

で
あ
り
、
そ
れ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
で
は
先
に
示
し
た
よ
う
な
作
業
組
織
の
諸
類
型
を
＼
」
の
よ
う
な
作
業
分
担

関
係
の
具
体
的
な
形
態
と
い
う
視
点
か
ら
み
た
お
し
て
み
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
結
論
的
に
示
し

て
み
る
と
、
ま
ず
注
文
生
産
型
作
業
組
織
と
し
て
の
万
能
職
場
作
業
組
織
と
機
種
別
職
場
作
業
組
織
に
っ
い
て
は
、
そ
こ
で
実
現
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
て
い
る
作
業
分
担
関
係
は
職
種
別
の
作
業
分
担
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
組
織
に
お
い
て
は
、
作
業

分
担
は
い
ず
れ
に
し
て
も
彩
式
的
に
は
機
械
、
し
か
も
万
能
的
な
機
械
の
種
類
別
の
分
担
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
作
業
分
担
関
係
そ
の
も
の
の
内
容
に
そ
く
し
て
い
え
ぼ
、
そ
れ
は
職
種
別
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
組
織
は
、
い
い
か
え
れ
ば
い
ず
れ
に
し
て
も
職
種
別
作
業
分
担
型
の
労
働

組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
っ
ぎ
に
、
市
場
生
産
型
作
業
組
織
と
し
て
ま
ず
第
一
の
品
種
別
職
場
作
業
組
織
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
そ
こ
で
実
現
さ
れ
て
い
る
作

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

業
分
担
関
係
は
段
階
的
な
作
業
分
担
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
業
組
織
に
お
い
て
は
、
す
て
に
の
べ
た
よ
う
に

万
能
や
機
種
別
職
場
作
業
組
織
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
　
「
職
場
が
、
特
定
製
品
の
生
産
に
つ
い
て
発
現
す
べ
き
作
業
乃
至
作
業
工

程
の
順
序
を
中
心
と
し
て
、
従
っ
て
作
業
対
象
の
進
行
経
路
が
最
短
距
離
に
於
て
展
開
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
中
心
と
し
て
形
成
せ
ら

れ
て
」
お
り
、
し
た
が
っ
て
作
業
分
担
は
「
特
定
製
品
の
生
産
に
つ
い
て
発
現
す
べ
き
作
業
乃
至
作
業
工
程
」
、
す
た
わ
ち
素
材
加

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
（
五
一
）
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五
二
　
（
五
二
）

工
過
程
に
お
げ
る
継
起
的
・
段
階
的
諾
作
業
の
分
担
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
業
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
、
い
い
か
え
れ
ぼ
段
階
的
作
業
分
担
型
の
労
働
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ

の
作
業
組
織
１
１
労
働
組
織
は
先
の
職
種
別
作
業
分
担
型
の
労
働
組
織
の
分
解
・
再
編
成
に
よ
っ
て
成
立
つ
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
前

者
成
立
の
前
提
を
な
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
市
場
生
産
型
作
業
組
織
の
第
二
の
形
態
で
あ
る
流
れ
作
業
組
織
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
こ
で
実
現
さ
れ
て
い
る
作
業
分

担
関
係
は
、
品
種
別
職
場
作
業
組
織
の
場
合
と
お
な
じ
く
段
階
的
な
作
業
分
担
関
係
で
あ
る
が
、
質
的
に
よ
り
高
次
の
そ
れ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
『
流
れ
作
業
』
は
品
種
別
職
場
作
業
に
対
し
て
時
間
的
に
規
則
的
な
強
制
進
行
性
の
賦
与
せ

ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
」
、
　
し
た
が
っ
て
流
れ
作
業
組
織
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
作
業
分
担
関
係
と
は
、
ま
さ
に
「
時
問
的
に

規
則
的
な
強
制
進
行
性
」
を
賦
与
さ
れ
た
段
階
的
た
作
業
分
担
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
作
業
組
織
は
、
い
い
か
え
れ
ば
品
種
別
職
場
作
業
組
織
と
お
な
じ
く
段
階
的
作
業
分
担
型
の
労
働
組
織
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ

　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
う
ち
の
時
間
的
強
制
進
行
性
確
立
型
の
労
働
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
先
に
紹
介
し
た
作
業
組
織
の
諸
類
型
に
つ
い
て
も
う
一
つ
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
お
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
点
は
、
そ
れ
ら

を
以
上
の
よ
う
な
作
業
分
担
に
も
と
づ
く
協
業
形
態
の
労
働
組
織
の
具
体
的
な
存
在
形
態
の
諾
類
型
と
し
て
理
解
し
な
お
し
た
場
合
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
作
業
組
織
１
１
労
働
組
織
に
対
応
す
る
労
働
手
段
、
具
体
的
に
い
え
ぼ
機
械
・
装
置
体
系
の
具
体
的
な
存
在
形
態
が

か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
と
く
に
そ
れ
ら
の
作
業
組
織
が
も
っ
ば

ら
機
械
的
工
業
（
昌
８
ぎ
己
Ｓ
二
邑
易
９
く
）
１
１
変
彬
・
組
立
加
工
工
業
の
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
お
り
、
他
方
、
装
置
工
業
（
亀
雇
§
－

け
易
－
邑
易
耳
く
）
１
１
変
質
加
工
工
業
の
場
合
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
念
頭
に
．
お
い
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぼ
、
と
く
に
後
者
の
工



設

業
領
域
に
お
け
る
労
働
手
段
、
す
な
わ
ち
装
置
体
系
の
具
体
的
な
存
在
彩
態
が
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
っ
い
て
も
結

論
的
に
の
べ
て
お
く
と
、
ま
ず
機
械
的
工
業
の
場
合
に
は
、
万
能
職
場
作
業
組
織
お
よ
び
と
く
に
そ
の
直
接
の
発
展
彩
態
と
し
て
の

機
種
別
職
場
作
業
組
織
に
対
応
す
る
機
械
体
系
は
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
万
能
機
械
の
機
種
別
配
置
体
系
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
て
品
種
別
職
場
作
業
組
織
お
よ
び
流
れ
作
業
組
織
に
対
応
す
る
の
は
専
用
機
械
の
段
階
的
．
過
程
的
配
置
体
系
で
あ
る
。
そ
し

て
、
後
者
、
専
用
機
械
の
段
階
的
配
置
体
系
に
っ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
自
体
に
、
さ
ら
に
－
二
っ
の
基
本
的
な
類
型
が
存
在
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
機
械
体
系
が
加
工
機
械
間
の
労
働
対
象
の
搬
送
作
業
を
担
う
搬
送
機
械
や
加
工
機
械
１
１
主
加
工
機
械
に
対
す

る
補
助
作
業
を
担
う
補
助
加
工
機
械
、
と
り
わ
け
前
者
を
内
包
し
な
い
で
存
在
し
て
い
る
場
合
、
す
な
わ
ち
加
工
機
械
が
そ
れ
だ
け

で
機
械
体
系
を
な
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
械
体
系
は
、
い
わ
ぱ
形
式
的
な
機
械
体
系
で
あ
る
（
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、

万
能
機
械
の
機
種
別
配
置
体
系
も
彩
成
的
な
機
械
体
系
で
あ
る
）
。
も
う
一
っ
は
、
す
で
に
い
う
ま
で
も
な
く
機
械
体
系
が
単
に
加
工
機
械

そ
の
も
の
だ
げ
で
は
な
く
、
そ
れ
に
搬
送
機
械
や
補
助
加
工
機
械
を
結
合
し
た
か
た
ち
で
存
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
機
械
体
系
は
、
い
わ
ぼ
実
質
的
な
機
械
体
系
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
専
用
機
械
の
段
階
的
配
置
体
系
の
二
つ
の
類
型
と
品

種
別
職
場
作
業
組
織
お
よ
び
流
れ
作
業
組
織
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
可
能
性
と
し
て
は
い
ず
れ
の
作
業
組
織
に
も
二
つ

の
類
型
の
機
械
体
系
が
対
応
し
て
存
在
し
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
流
れ
作
業
組
織
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
存
在
形
態
が

い
わ
ゆ
る
コ
ソ
ベ
ァ
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
流
れ
作
業
組
織
と
実
質
的
な
機
械
体
系
の
対
応
関
係

は
他
の
い
ず
れ
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
間
題
は
装
置
工
業
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
装
置
体
系
の
具
体
的
な
存
在
形
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
場
合
に
あ
ら
か
じ

め
確
認
し
て
お
か
ね
ぼ
た
ら
な
い
視
点
は
、
装
置
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
機
能
形
式
に
か
か
わ
る
二
つ
の
類
型
、
す
な
わ
ち
回

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
五
四
）

分
式
（
罫
８
｝
。
。
壱
討
昌
）
お
よ
び
連
続
式
（
８
昌
旨
◎
易
。
・
湯
訂
冒
）
と
い
う
二
つ
の
類
型
を
取
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
回
分
式
装
置
と
は
、
ま
ず
容
器
に
一
定
量
の
労
働
対
象
を
装
入
し
、
そ
の
後
容
器
内
に
所
定
の
物
理
的
、
化
学
的
な
い

し
生
物
学
的
な
諸
条
件
を
賦
与
し
て
変
質
加
工
作
業
を
実
現
し
、
最
後
に
容
器
か
ら
生
産
物
を
取
り
出
し
て
一
回
分
の
作
業
を
終
了

す
る
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
作
業
を
反
復
し
て
い
く
装
置
で
あ
り
、
他
方
、
連
続
式
装
置
と
は
、
回
分
式
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
労

働
対
象
が
容
器
内
を
流
動
し
て
い
く
遇
程
で
そ
れ
に
所
定
の
物
理
的
、
化
学
的
な
い
し
は
生
物
学
的
な
諸
条
件
を
賦
与
し
て
目
的
を

実
現
す
る
、
し
た
が
っ
て
容
器
へ
の
労
働
対
象
の
装
入
↓
変
質
加
工
作
業
の
実
現
↓
容
器
か
ら
の
生
産
物
の
取
り
出
し
と
い
う
三
段

階
の
作
業
が
同
時
に
、
し
か
も
連
続
的
に
進
行
す
る
よ
う
な
装
置
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
こ
の
よ
う
な
機
能
彬
式
に
ー
か
か
わ
る

装
置
の
二
つ
の
類
型
を
前
提
と
す
る
と
き
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
な
作
業
組
織
１
－
労
働
組
織
に
対
応
す
る
装
置
体
系
の
具
体
的
な
存
在

移
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
要
約
的
に
示
し
て
み
れ
ぼ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。　

ま
ず
万
能
職
場
作
業
組
織
お
よ
び
機
種
別
職
場
作
業
組
織
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
こ
れ
ら
の
作
業
組
織
に
対
応
す
る
労
働
手
段
は
す

で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
万
能
的
な
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
（
し
た
が
っ
て
、
機
械
の
場
合
に
は
万
能
機
械
で
あ
る
）
、

装
置
の
場
合
に
こ
の
よ
う
な
万
能
的
な
機
能
を
は
た
す
の
は
回
分
式
装
置
で
あ
り
、
し
か
も
相
対
的
に
小
型
の
そ
れ
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
組
織
に
対
応
す
る
装
置
体
系
は
小
型
の
回
分
式
装
置
か
ら
成
る
そ
れ
で
あ
る
（
な
お
、
装
置
工
業
に
お
い
て

は
、
分
担
さ
れ
る
べ
き
段
階
的
作
業
の
編
成
は
一
般
的
に
著
し
く
単
純
で
あ
る
）
。

　
他
方
、
品
種
別
職
場
作
業
組
織
お
よ
び
流
れ
作
業
組
織
に
っ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
作
業
組
織
に
対
応
す
る
労
働
手
段
は
す
で

に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
い
ず
れ
に
し
て
も
専
門
的
な
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
（
し
た
が
っ
て
、
機
械
の
場
合
に
は
専



用
な
い
し
単
能
機
械
で
あ
る
）
、
装
置
の
場
合
に
こ
の
よ
う
な
専
用
的
な
機
能
を
果
す
の
は
な
に
ょ
り
も
ま
ず
連
続
式
装
置
で
あ
り
、
ま

た
回
分
式
装
置
の
場
合
に
は
、
と
く
に
大
型
の
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
組
織
に
対
応
す
る
装
置
体
系
は
連
続

式
装
置
な
い
し
大
型
の
回
分
式
装
置
か
ら
成
る
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
、
さ
ら
に
品
種
別
職
場
作
業
組
織
と
流
れ
作

業
組
織
の
問
の
相
異
を
考
慮
に
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
品
種
別
職
場
作
業
組
織
の
場
合
に
は
そ
こ
で
の
装
置
は
か
な
ら
ず
し
も
連

続
式
装
置
で
は
な
く
、
回
分
式
装
置
で
あ
っ
て
も
不
都
合
さ
は
小
さ
い
の
に
対
し
て
、
流
れ
作
業
組
織
の
場
合
に
は
そ
こ
で
の
装
置

は
連
続
式
装
置
で
あ
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
作
業
組
織
に
対
応
す
る
装
置
体
系
が

さ
ら
に
彩
式
的
な
そ
れ
と
実
質
的
な
そ
れ
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
な
類
型
を
取
っ
て
存
在
す
る
こ
と
は
先
の
機
械
体
系
の
場
合
と
同

　
　
　
（
４
）

じ
で
あ
る
。

　
　
（
３
）
以
上
、
労
働
組
織
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
過
程
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
第
三
部
第
ｎ
章
を
参
照
。

　
　
（
４
）
　
以
上
、
機
械
・
装
置
体
系
に
つ
い
て
は
、
同
上
書
、
第
三
部
第
皿
章
を
参
照
。

ＩＩＩ

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式

　
さ
て
、
以
上
で
は
、
ま
ず
藻
利
重
隆
氏
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
理
解
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
問

題
と
さ
れ
て
い
る
「
大
量
生
産
」
お
よ
び
「
多
」
・
「
少
」
と
い
う
こ
と
の
概
念
規
定
、
さ
ら
に
生
産
方
式
の
実
現
条
件
と
し
て
の

「
作
業
組
織
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
理
解
に
っ
い
て
か
ん
た
ん
に
，
間
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
一
般
的

な
理
解
を
わ
た
く
し
な
り
に
も
う
少
し
整
備
さ
れ
た
か
た
ち
で
示
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
、
っ
ぎ
に
以
下
皿
お
よ
び
ｖ
で
は
、
以
上

の
よ
う
な
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
理
解
、
す
な
わ
ち
生
産
方
式
そ
の
も
の
お
よ
び
そ
の
実
現
条
件
に
つ
い
て
の
理
解
を
念
頭
に
お
き

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
五
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
べ
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
五
六
）

な
が
ら
、
は
じ
め
に
の
べ
た
よ
う
な
本
稿
の
本
題
、
す
な
わ
ち
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
そ
の
も
の
お
よ
び
そ
の

実
現
条
件
に
っ
い
て
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
も
う
一
度
以
上
の
よ
う

な
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
に
立
ち
帰
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
そ
の
場
合
、
こ
の
皿
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
現
代
巨

大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
そ
の
も
の
に
っ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
っ
ぎ
の
ｖ
で
は
、
そ
の
実
現
条
件
に
っ
い
て
あ

き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
現
代
巨
大
生
産
単
位
、
す
な
わ
ち
工
場
結
合
体
１
ー
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
実
現
す
る
生
産
方
式
に
っ
い
て
あ
き

ら
か
に
す
る
と
い
う
場
合
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
は
じ
め
か
ら
一
般
的
・
抽
象
的
に
説
明
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
、
一
般
的
な
結
論
を
導
き
出
す
た
め
．
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
何
よ
り
も
具
体
的
な
、
し
た
が
っ
て
個
別
的
な
泰
例
を
使
っ
て

具
体
的
な
事
態
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
い
う
ま
で
も

た
い
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
的
た
結
論
は
具
体
的
な
現
実
の
認
識
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
か
．
ら
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
た
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
代
表
的
た
諸
類
型
の
う
ち
か
ら
、
さ
し
あ

た
り
鉄
鋼
業
巨
大
生
産
単
位
と
し
て
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
と
自
動
車
工
業
巨
大
生
産
単
位
と
し
て
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
二
つ
を

取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
類
型
の
玩
代
巨
大
生
産
単
位
は
、
技
術
的
な
特
徴
か
ら
い

え
ば
前
者
は
い
わ
ゆ
る
装
置
工
業
１
１
変
質
加
工
業
の
、
後
者
は
機
械
的
工
業
１
１
変
形
・
組
立
加
工
工
業
の
そ
れ
ぞ
れ
巨
大
生
産
単
位

を
代
表
し
て
お
り
、
ま
た
産
業
連
関
的
に
い
え
ぱ
前
者
は
素
材
生
産
部
門
の
、
後
者
は
完
成
財
生
産
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
巨
大
生
産
単

位
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
二
っ
の
類
型
の
現
代
巨
大
生
産
単
位
を
、
さ
ら
に
具
体
的
に
は
現

在
の
日
本
の
場
合
に
っ
い
て
取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
（
し
た
が
っ
て
、
二
っ
の
現
代
巨
大
生
産
単
位
に
っ
い
て
の
以
下
の
具
体
的
な
説
明
は
、



い
ち
い
ち
述
べ
な
い
場
合
に
っ
い
て
も
、
現
在
の
日
本
の
場
合
で
あ
る
）
。
　
こ
の
よ
う
な
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
具
体
的
現
実
の
認
識
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

さ
し
あ
た
り
目
本
の
場
合
に
も
っ
と
も
具
体
的
な
か
た
ち
で
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
５
）
　
現
在
の
日
本
に
お
げ
る
巨
大
生
産
単
位
の
諸
類
型
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
過
程
』
第
二
部
第
－
章
を
参
照
。

１
　
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
方
式

ユ
　
　
ー

ザ

路経通流の材鋼延圧鋼通普－図

売直

シ
ャ
ー
ス
リ
ッ
ト
業
者

特

「

約

店

加
エ
セ
ン
タ

問
屋
（
篇
驚
一

（
直
送
）

メ
　
　
　
　
　
　
　
カ

Ｉ
ｌ
，
Ｌ

●

社報新済経
洋
。
東
用
』
借
識
を
駒
一

漂

鋼
ジ
職
ぺ
編
〃

治
　
，
達
年

木
７
３

大
１
９わ

一
丹
出（

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

　
さ
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
そ
の
も

の
に
つ
い
て
み
て
み
る
が
、
こ
れ
を
ま
ず
第
一
に
鉄
鋼
業
巨
大
生
産
単
位
と
し

て
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
方
式
に
っ
い
て
ま
ず
第
一
に

い
わ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
市
場
生
産
１
１
見
込
生
産
で
は
な
く
注

文
生
産
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鉄
鋼
業
の
よ
う

な
大
量
的
素
材
生
産
部
門
の
場
合
に
は
、
そ
の
生
産
方
式
は
常
識
的
に
は
市
場

生
産
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
常
識
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

し
て
、
ま
っ
た
く
の
注
文
生
産
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　
な
お
、
こ
こ
で
、
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の
基
本
製
品
で
あ
る
普
通
鋼
圧
延
鋼

　
材
の
場
合
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ
と
ユ
ー
ザ
の
問
の
注
文
の
流
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た

　
そ
れ
に
対
応
す
る
鋼
材
の
流
れ
を
図
示
し
て
み
る
と
、
図
１
の
と
お
り
で
あ
る
（
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
五
七
）



　
　
　
立
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（
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五
八
　
（
五
八
）

だ
し
、
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
製
造
さ
れ
る
販
売
製
品
は
普
通
鋼
圧
延
鋼
材
が
基
本
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
は
た
い
。
普
通
鋼
圧
延
鋼
材
の
素
材
で
あ
る
銑
鉄

や
鋼
塊
・
鋼
片
（
ス
ラ
ブ
・
ブ
ル
ー
ム
・
ビ
レ
ッ
ト
な
ど
）
・
ま
た
特
殊
鋼
圧
延
鋼
材
や
鋳
・
鍛
鋼
品
、
各
種
二
次
製
品
た
ど
も
、
場
含
に
よ
っ
．
て
は
銑
鋼
一
貫
製
鉄

所
の
販
売
製
品
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
で
は
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
販
売
製
品
と
い
う
場
合
に
は
、
・
普
通
鋼
圧
延
鋼
材
の
み
を
問
題
と
す
る
）
。
　
こ
の
図
か

ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
普
通
鋼
圧
延
鋼
材
を
め
ぐ
る
メ
ー
カ
と
ユ
・
－
ザ
の
間
の
取
引
関
係
は
、
大
き
く
二
つ
の
場
合
に
分
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一

つ
は
、
メ
ー
カ
と
ユ
ー
ザ
が
問
屋
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
契
約
を
行
う
、
　
「
直
売
」
と
呼
ぱ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
問
屋
を
そ
の
間
に
介
在
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ま
ず
前
者
、
直
接
契
約
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
こ
れ
は
現
在
の
目
本
で
は
ど
ち
ら

か
と
い
え
は
例
外
的
な
場
合
で
あ
り
、
系
列
会
杜
あ
る
い
は
特
殊
な
関
係
に
あ
る
ユ
ー
ザ
（
た
と
え
は
国
鉄
。
軌
条
や
外
輸
を
供
給
）
と
の
間
で
行
わ

れ
る
取
弓
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
場
合
が
メ
ー
ヵ
か
ら
の
普
通
鋼
圧
延
鋼
材
の
出
荷
量
に
占
め
る
比
率
は
、
約
二
〇
％
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
鋼
材
取
引
の
約
八
○
％
を
占
め
る
メ
ー
ヵ
・
間
屋
間
契
約
に
っ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
さ
ら
に
大
き
く
二
っ
の
場
合
に
分
げ

ら
れ
る
。
第
一
は
、
　
「
ヒ
モ
っ
き
」
販
売
契
約
と
呼
ぱ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
第
二
は
、
　
「
店
売
り
」
販
売
契
約
と
呼
ば
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
ま
ず
前
者
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
こ
れ
は
契
約
の
際
す
で
に
販
売
先
の
ユ
ー
ザ
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
問
屋
は
販
売
先
を
自
由
に
選
択
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
、
実
質
的
に
は
メ
ー
ヵ
と
ユ
ー
ザ
と
の
直
接
契
約
に
近
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ヒ

モ
っ
き
」
販
売
は
、
主
と
し
て
大
手
メ
ー
ヵ
と
大
ロ
ユ
ー
ザ
と
の
間
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
　
「
ヒ
モ
っ
き
」
販
売
契
約
は
、
取
引
の

対
象
と
な
る
製
品
の
出
荷
時
期
か
ら
い
え
ぱ
普
通
二
ヶ
月
以
上
先
に
製
造
・
出
荷
さ
れ
る
製
品
の
先
物
契
約
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
、
　
「
店
売
り
」
販
売
契
約
は
、
契
約
の
際
販
売
先
の
ユ
ー
ザ
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
問
屋
は
自
分
の
責
任
と

負
担
で
仕
入
れ
、
自
由
に
こ
れ
を
小
ロ
ユ
ー
ザ
、
特
約
店
、
さ
ら
に
は
間
屋
仲
問
に
販
売
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
販
売
契
約
彬
式
は
、

主
と
し
て
製
品
の
種
類
・
生
産
量
の
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
、
銑
鋼
一
貫
企
業
以
外
の
メ
ー
カ
で
取
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
　
「
店
売
り
」
販
売
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

は
、
出
荷
時
期
か
ら
い
え
ば
そ
の
月
に
製
造
さ
れ
た
製
品
を
そ
の
月
ま
た
は
翌
月
に
販
売
す
る
契
約
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
随
時
契
約
で
あ
る
。
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藻
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介
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摘
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っ
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さ
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。
そ
こ
で
、
っ
ぎ

の
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に
っ
い
て
み
て
み
る
と
、
こ
こ
で
の
事
態
は
か
な
ら
ず
し
も
先
に
整
理
し
た
一

般
的
な
理
解
が
示
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に

　
　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
六
一
）



立
命
館
経
済
学

（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
…
洲
Ｎ
　
赫
Ｅ
憾
炉
繋
茸
ｅ
耀
一
庸
榊
園
商
溝
諦
前
片
９
，
註
勝

六
二
（
六
二
）

（
］
ｂ
べ
Ｈ
舟
ｏ
泣
蝉
淋
凧
）

鰹
串

洞

溝

講

叶
　
　
糊

洋

由
　
　
勝

冒
ｃ
ｏ
滝
載

竈
簿
露
冷

溝
　
　
講

口
斜
畿
塒

滝
　
　
粛

ト
ｏ
○
弓
く

瞳
　
　
講

ト
雪
滝
溝

｛
◎
奮
◎

享
囲
灘
兼

冒
ｃ
。
滝
謀

　
簿
＾
撚
｝
峨
｝
団
円
“
帰
榊
函
茸
　
　
の
ｏ
つ
ｏ
ｏ
仁
　
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
ト
Ｈ
　
ｏ
り
乙
つ
閉
◎
　
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
岬
岬

餅
蹴
州
輔
叩
餅
一
調
汁
［
儲
蛉
函
茸
　
　
ｏ
ｏ
竃
ト
ー
　
ｃ
ｏ
］
≦
岬
◎
　
ｏ
ｏ
峯
伽
◎
■
　
　
ｃ
ｏ
く
閉
ｏ
ｏ
　
ｃ
○
峯
岬
◎
◎

諌
一
鮫
仰
轟
一
餅
一
調
尋
吉
柳
呼
醤
儲
蛉
函
茸
　
　
ｃ
ｏ
く
声
ト
Ｈ
　
ｃ
ｏ
く
＞
閉
◎
　
ｃ
り
く
声
伽
◎
◎

剥
尋
古
洲
蒔
円
料
冊
怜
園
茸
　
　
　
ｏ
○
～
ト
ー
雪

光
べ
“
一
調
市
［
Ｎ
帰
蛉
園
茸
　
　
　
ｃ
ｏ
団
ｃ
ｏ
切
　
ｏ
ｏ
団
ト
Ｎ
　
ｃ
ｏ
団
ト
ｏ
　
ｏ
ｏ
団
ト
り
　
ｃ
ｏ
吋
ト
ｏ
竃
　
ｃ
ｏ
匝
仁
り
く
　
ｃ
ｏ
困
閉
ｏ
く

円
ｄ
嚇
瑚
註
蜜
商
　
　
Ｃ
。
勺
く
違
Ｏ
。
｝
き
Ｎ
乙
。
巾
く
・
。
０
０
０
勺
＜
島
Ｃ
。
｝
ぎ
Ｏ

＼
、
）
壮
一
ト
霧
　
　
、
“
“
＼
×
一
団
く
　
　
廿
囲
一
〇
内
一
…
ｗ
　
べ
↓
、
、
に
×
一
－
内
Ｃ
ｏ
　
　
凹
斜
∴
Ｚ
内

＼
ミ
寸
Ｈ
－
一
乞
＜
　
べ
泌
に
＼
一
宛
Ｈ
岩
声
　
韓
囲
一
穴
宛
ｏ
ｏ

酎
｝
剛
ｄ
蛉
国
商
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
穴
－
｝
Ｈ
，
Ｈ
向
オ
蜆
◎
　
閉
岬
　
ｏ
◎
　
０
Ｎ
　
べ
◎
　
ｏ
◎
◎

「
酬
潮
ｄ
蛉
園
商
（
乞
げ
＞
）
　
　
目
Ｈ
団
Ｈ
－

現
則
榊
ｄ
榊
函
商
（
オ
げ
＞
）
　
雷
Ｈ
Ｏ
○
オ

ヨ
｝
高
洲
序
酎
｝
胴
ｄ
蛉
園
商
　
　
　
Ｏ
Ｏ
勺
Ｈ
向
オ
　
　
０
　
　
０
ｏ
　
宛

劃
峠
南
洲
序
伶
園
商
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
～
－
Ｏ
■
　
　
ト
］
．
　
○

も
用
繭
通
蛉
園
商
　
　
　
　
　
　
　
乞
穴
１
－
弓
Ｏ
　
声
－
宍

講
康
』
出
蛉
園
商
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ｏ
　
　
声
ｏ
ｏ
ｏ
　
声
Ｎ
仁
い
　
声
Ｎ
◎
ｏ
ｏ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
閉
Ｎ
り
　
　
ト
岬
べ
Ｎ
　
　
声
ｍ
べ
ｏ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
仰
ｏ
ｏ
　
　
声
］
ｌ
Ｈ
０
０
　
　
＞
］
ｌ
ｏ
ｏ
］
１
　
声
Ｎ
０
◎
ト

先
べ
“
・
円
ｄ
蝋
一
粥
一
」
出
讐
齪
商
　
　
　
　
声
心
◎
Ｎ
　
声
Ｎ
◎
ｏ
ｏ
　
＞
Ｎ
◎
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
Ｏ
◎
Ｏ
Ｏ
　
　
声
Ｃ
Ｏ
◎
Ｎ
　
　
声
０
０
岬
Ｏ
Ｏ
　
　
ト
Ｃ
Ｏ
蜆
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ト
伽
蜆
　
　
ト
岬
一
閉
　
　
声
閉
］
．
ｏ
　
　
声
切
］
ー
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声
岬
仁
ｏ
ｏ
　
　
》
切
岬
ｏ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
勺
Ｈ
　
　
ｍ
］
「
　
　
凹
「
）
〔

声
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
　
吋
０
０
　
０
０
０
声
　
　
Ｕ
Ｈ
オ
　
　
Ｈ
宛
０
ｏ
　
Ｈ
内
　
　
勺
射
の
　
Ｃ
◎
＞
向

声
ト
仁
◎
　
　
声
ト
ト
Ｈ

ト
ｓ
蜆

声
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
べ

声
竈
ｏ
ｏ

声
Ｎ
０
。
岬

宰
肯
◎

声
靱
べ

声
蜆
崖

声
８
り

ト
農
Ｎ

ト
蜆
亀

瀞
糖
一
斗
酬
瀬
一
＾
麟
薫
一
　
一
冊
司
一
　
講
一
雷
一
　
ホ
◎
吉
一
轟
一
餅
鳶

碑
輝
掛
ヨ

斗
川
べ
“
｝
　
酔
繭
血
川
ｄ
城
鶉

廿
理
髄
－
婦
団
川
ｄ
輯
胡

竈
茸
一
轟
蒔
｝
　
溝
一
雷
一
調
先
べ
“

瀞
…
潜
　
　
卦
酬
糖
一
　
＾
麟
鷲
｝
　
一
醐
＾
麟
、
　
一
冊
劃
、
　
竈
琶

時
轟
卦
酬
，
　
ｗ
榊
…
摺
”
　
｛
ｅ
壱
“
醐
碓
蒔

融
＾
溜
”
　
“
酬
瀬
”
　
市
［
ｄ
輯
鶉
．
　
箪
潮
帖
＼
、

｝
碑
輝
謙
輝
竈
奪
溝
融
藩
罫
掛
ヨ
群
燕
轟
康
鳶

薄
べ
『
斗
，
メ
輯
帥
叩
　
竈
一
雷

一
繋
藩

一
冊
司
一
　
竈
一
雷
一
凸
麟
薫
一
　
謙
一
照
暗

斗
川
へ
“
－
　
斗
，
×
用
ｄ
蝋
帥
叩

“
べ
“
＼
＼
＾
へ
、
。

遮
愚
帰
舞
伶
薗
商
・
愉
辱
誰
一

Ｅ
簿
’
撚
一
餅
一
調
円
洲
帰
榊
園
茸

尊
熊
揃
ｗ
康
、
囲
用
儲
畿
茸

Ｃ
つ
勺
雪
Ｏ

ｃ
つ
ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
仁

○
つ
峯
昌

○
つ
勺
¢
－
Ｕ
　
　
ｏ
つ
～
曽
］
円

ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
仁
］
．
　
ｏ
つ
ｃ
ｏ
蜆
◎
　
　
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
岬
ｍ

ｃ
つ
竃
切
◎
　
　
ｏ
ｏ
竃
閉
◎
Ｈ
　
　
の
く
岬
ｏ
ｏ

ｃ
り
峯
仰
ｏ
◎

皿
轡
揖
栂
ヨ

醐
夢
醸
蓼
叢
譲

一
蟹
撃
葵
舞
繋
馨
害
慕



灘儲胃粛幸畿
●

竃商
講
簿
爵
か

誰
　
　
譲

口
料
竃
噂

騎
　
　
兼

声
ｏ
ｏ
↓
旨

溝
　
　
諜

声
口
滝
諜

朴
◎
奮
◎

享
囲
寓
兼

尊
熊
轟
嵌
註
尋
蒋
序
磐
膚
竃
茸
　
ｏ
つ
買
声
芦
　
ｏ
つ
峯
＞
８
　
ｏ
ｏ
く
＞
仰
ｏ
◎

酢
尋
蒋
序
庁
［
膚
愉
国
茸
　
　
　
　
○
つ
勺
声
－
籟

皿
轡
柵
講
庸
由
蓼
億
蓄
商
・
塞
幸
　
ｏ
ｏ
声
巾
｝
ｃ
ｏ
心
　
ｏ
ｏ
声
～
葭
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
　
ｏ
つ
＞
勺
籟
ト
ー

諏
円
辻
，
メ
輯
鶉
由
竈
商
・
竃
幸
　
ｃ
ｏ
ｏ
畠
　
ｃ
つ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
　
ｃ
つ
○
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
　
ｃ
つ
○
ｃ
◎
べ

愉
国
嘩
曽
奨
膚
涛
謝
蜜
醤
幸
　
○
つ
勺
｝
弓
Ｈ
　
ｃ
つ
勺
靹
弓
Ｎ
　
ｃ
○
勺
目
弓
ｏ
ｏ
　
ｃ
つ
勺
串
弓
ト

＼
ｋ
に
“
…
＞
団
Ｏ
Ｏ
　
　
、
“
＼
メ
一
団
く
　
　
一
十
－
囲
一
〇
宛
０
ｏ
　
　
へ
斗
、
に
メ
一
－
内
Ｃ
○

＼
ミ
寸
Ｈ
１
一
オ
く

、
マ
ー
ト
」
調
型
潮
ｄ
竃
商

薄
ｏ
由
竃
商

酔
端
ｄ
蟄
商

酔
崩
ｄ
畿
商
（
オ
す
＞
）

酔
潮
ｄ
竈
商
（
昌
Ｕ
＞
）

尋
粛
｛
時
亜
満
ｄ
愉
園
高

尋
粛
蒔
茜
商

装
滝
蛉
園
商
・
轟
幸

声
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
　
団
Ｏ
○

Ｏ
Ｃ
ｏ
声
　
Ｕ
Ｈ
乞

オ
穴
籟
句
　
　
ｍ
◎
　
閉
閉
　
◎
◎

乞
穴
団
ｏ

乞
穴
籟
　
ｏ
　
◎
◎

オ
穴
－
｝
Ｈ
弓
向
オ
８
蟹

｝
冨
Ｈ
「

目
Ｈ
Ｏ
○
オ

Ｏ
Ｏ
勺
弓
向
Ｚ
　
　
０
　
　
０
ｏ
　
宛

Ｏ
Ｏ
｝
■
○
■
　
ト
Ｈ
　
Ｏ

ト
心
ト
ｍ
　
声
ト
Ｎ
切
　
ト
閉
ｏ
ｏ

》
ｏ
い
一
　
ト
０
Ｎ
Ｎ

ト
ｃ
ｏ
べ
岬
　
　
声
閉
ｏ
ｏ
ｏ

声
勺
Ｈ
　
伽
声
　
　
閉
－
　
　
岬
－
＊

Ｈ
宛
Ｃ
Ｏ
　
Ｈ
勾
勺
射
Ｃ
Ｏ
Ｏ
つ
声
向

ｏ
◎岬

◎
　
畠

ト
害
Ｏ

岬
ピ
ｏ
ｏ

岬
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
＞
巾
葭
畠

口
料
一
乞
内

＼
碑
糟
　
掛
「
司

皿
轡
舟
】
マ
ー
ト
一
べ
、
×
亭
〉
寸
、
＼
＼
一

く
山
ぺ
＼
－
ト
一
一
冊
ヨ

垂
円
辻
．
メ
汁
、
＼
入

載
・
一
簸
鯨
＾
薗
噂
註
噂
茸

斗
ン
入
＼

皿
轡
掛
】
マ
ー
ト
一
栂
ヨ
】
マ
ー
ト
一
ｗ
隅
融
醸
薄
一
一
円
ｄ

蝋
諜
｝
蔓
掛
萬
車
胡
藤
・
醸
薄
婁
串

樽
糟
一
謙
糧
一
入
＼
ン
７
〈
、
一
円
ｄ
輯
調
一
妊
ヨ
一
樽

贈
繁
薫

碑
轟
針
罫
鱒
糖
一
栂
ヨ

溝
糖
一
謙
糟
一
市
［
ｄ
輯
調
一
邸
轟
、
＼
、

一
欄
ア
湧
毒
べ
携
湾
ド
増
べ
鳶
鴫
堰

－
簿
畠

薄
ｏ
垂

亜
満
ｄ

“
べ
＼
×
べ
＼
一

、
－
、
＼
、
一
一
　
斗
ド
ｉ
～
＼
、
，

　
　
（
圧
黒
）
　
団
料
蜜
醇
・
誼
，
Ｅ
麿
陣
黒
糠
饒
二
＼
】
マ
、
７
　
『
コ
料
謹
鴎
・
鼓
Ｅ
鱈
撃
黒
』
お
曽
青
ｏ
泣
．
Ｎ
仁
～
Ｎ
蜆
ゑ
１
叱
ｅ
鮒
片
Ｇ
富
臣
。

　
　
（
時
）
ｅ
恥
戯
Ｈ
Ｈ
Ｃ
。
茜
藁
摩
詣
ｅ
ユ
§
番
事
寧
汁
～
沖
珂
「
－
薄
議
庸
註
円
膚
蜜
茸
」
ｅ
鮪
昨
ｄ
つ
沖
兎
「
Ｏ
．
Ｏ
。
。
。
ど
Ｃ
つ
Ｃ
つ
芦
０
０
Ｃ
。
員
Ｃ
り
Ｃ
。
雷
二
叫
巌
料
蔓
〔
小
ｅ
き
嚇
書
島
串

　
　
　
　
　
～
』
灘
薫
暑
．
区
…
踊
｝
〔
』
ハ
か
ぴ
ｅ
ｄ
肘
か
＆
一
　
小
Ｑ
）
畑
斉
書
芦
｝
城
叫
ポ
酋
＝
ｎ
－
Ｕ
ぐ
ノ
，
〔
｛
叫
｝
　
口
料
溝
譲
茜
怜
泌
劃
『
』
Ｈ
ｃ
ｏ
＼
！
＼
７
】
、
、
、
１
繁
讐
凹
（
Ｈ
ｏ
べ
仁
キ
刊
）
』
　
口
料
茜
葦
轟
除
ー

　
　
　
　
　
お
虞
デ
８
Ｈ
～
。
。
轟
え
ｉ
、
餅
愉
賓
。

　
　
　
　
　
◎
〔
〔
ｄ
「
蓼
嵩
」
～
耳
「
斗
く
７
×
７
テ
、
】
。
・
〃
三
〔
ト
Ｊ
べ
円
嵩
叫
ざ
汁
か
ｅ
」
～
ぐ
５
酔
昇
ｄ
朕
か
。

は
、
そ
の
生
産
は
、
た
し
か
に
相
対
的
に
か
な
り
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
多
種
生
産
と
な
っ
て
い
る
が
、

あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
て
い
な
い
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
厳
密
な
意
味
で
は
か
な
ら
ず
し
も
多
種
生
産

と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
認
識
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
ま
ず
は
じ
め
に
現
在
の
目
本
に

　
　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
六
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）

）在現月６年
７
１

１
９（法寸能可板鋼造製の所鉄製山福３表

量

楴
３
２

Ｏ２

レ
ノ

最

１
餅５

Ｏ

Ｏ

４

イ

９
，

３
，

１

２

最
（

１

コ

奇

０
１

４
２

内
ゆ

７

６
●
　
，

８
０

５

Ｏ
Ｏ

２
９

６
９

さ
功

Ｏ

ユ

Ｏ

～
、

～
み

～
６
，

長
ゆ

ｑ
】
９
－
２

４
ユ
ー

０
１

８
，

９

６

１
ｎ
）
Ｏ
　
ｏ
）
　
ｏ
リ
　
９
０
８
　
２
　
つ
＾
　
２

）

Ｏ
　
ｏ
ｏ
　
８
　
ｏ
ｏ
　
ｎ
◎

幅
ｍ

，４
～

～

～

～

～

（
（
）
　
Ｏ
　
ｎ
ｖ
　
（
）
　
（
）
（
）
　
１
・
一
　
１
↓
　
１
↓
　
１

○
リ
　
’
〇
　
一
〇
　
＾
Ｏ
　
＾
Ｏ

２
　
７
３
　
２
　
２
　
．
　
Ｆ
ｏ
　
　
．

さ
功

ｏ
ｏ
　
９
一

０
２

１
～

厚
ゆ

～

～

～

～

７

７

（
）
　
ｎ
ｚ
　
ｎ
４
　
１
・
一
　
１

６

１
１
．
〇
一

〇
一

名

板
鋼
板
鋼
板

品

鱗
鋼
鱗
鋼

製

甑
延
甑
延

厚
熱
熱
冷
冷

○

出抽りよ表のジ＾ぺ
２
７』所鉄製山福

●

管鋼本日『トツレフンパ行発所鉄製山福
●

管鋼本日）所出（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
六
四
）

存
在
す
る
二
一
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
つ
い
て
そ
こ
で
製
造
さ
れ
る
普
通
鋼
圧
延
鋼
材
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

銘
柄
１
１
大
分
類
を
一
覧
表
で
示
し
て
み
る
と
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
を
一
見
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
は
、
も
ち
ろ
ん
製
鉄

所
に
よ
っ
て
、
と
く
に
最
新
の
巨
大
製
鉄
所
と
第
二
次
大
戦
以
前
か
ら
存
在
す
る
相
対
的
に
小

規
模
な
製
鉄
所
の
間
で
の
か
た
り
大
き
な
差
異
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
か
な
り
多
様
な

種
類
の
圧
延
製
品
を
製
造
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
た
と
え
ぱ
新
目
本
製

鉄
・
釜
石
製
鉄
所
や
神
戸
製
鋼
所
・
尼
崎
製
鉄
所
の
場
合
の
よ
う
に
条
鋼
関
係
の
ご
く
少
種
類

の
製
品
し
か
製
造
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
の
製
鉄
所
の
場
合
に
は
条
鋼
、
鋼
板
、

鋼
管
の
全
範
囲
に
わ
た
っ
て
か
な
り
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
多
種
類
の
製
品
の
う
ち
で
こ
れ
ら
の
製
鉄
所
に
も
っ
と
も
共
通
性
の
高
い
製
品
は
、

こ
の
表
か
ら
あ
き
ら
か
た
よ
う
に
鋼
板
関
係
の
製
品
、
と
く
に
熱
延
広
幅
帯
鋼
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
製
造
さ
れ
る
圧
延
製
品
の
多
種
類
性
は
、
以
上
の
よ
う
な

大
分
類
の
レ
ベ
ル
で
み
ら
れ
る
に
と
ど
ま
ら
た
い
。
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
は
ま
ず
圧
延
製
品
の
大

分
類
の
レ
ベ
ル
で
表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
た
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
と
同
時
に
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
製
品
に
っ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
多
種
類
の
製
品

を
製
造
し
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
製
品
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
規
格
や
寸
法

な
ど
の
点
で
著
し
く
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
こ
と
を
、
た
と
え



ば
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
も
っ
と
も
共
通
性
の
高
い
製
品
で
あ
る
厚
板
お
よ
び
熱
延
広
幅
帯
鋼
・
鋼
板
の
場
合
を
例
に
取
り
・

具
体
的
に
日
本
鋼
管
・
福
山
製
鉄
所
の
場
合
に
っ
い
て
示
し
て
み
る
と
、
表
２
お
よ
び
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
・

　
こ
れ
ら
の
表
、
と
く
に
表
２
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
斥
た
と
え
ば
こ
の
福
山
製
鉄
所
で
は
厚
板
や
熱
延
広
幅
帯
鋼
・
鋼
板
と
い

っ
て
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
（
目
本
工
業
規
格
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
国
船
級
協
会
観
格
、
日
本
鋼
管
観
格
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
窺
格
（
ア
メ
リ

ヵ
材
料
試
験
協
会
規
格
）
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
規
格
（
ア
メ
リ
ヵ
石
油
協
会
観
格
）
な
ど
、
設
定
主
体
別
に
異
た
っ
た
い
く
つ
も
の
観
格
に
も
と
づ
く

製
品
を
製
造
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
格
の
中
で
さ
ら
に
化
学
的
成
分
お
よ
び
機
械
的
性
質
の
点
で
異
な
っ
た

多
種
類
の
観
格
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
製
品
を
、
さ
ら
に
実
際
に
は
表
３
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
範
囲

の
寸
法
で
の
種
々
の
種
類
の
製
品
と
し
て
製
造
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
表
１
お
よ
び
表
２
、
表
３
で
示
し
て
き
た
よ
う
に
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
は
具
体
的
に
み
て
み
る
と
き
わ
め
て
多

種
類
の
圧
延
製
品
を
製
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
製
造
さ
れ
る
圧
延
製
品
が
多
種

類
に
の
ぼ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
か
ケ
か
ひ
妙
険
麿
ぎ
か
わ
鯵
酔
で
ひ
灸
魯
齢
小
圧
延
製
品
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
鉄
所
で
製
造
さ
れ
る
圧
延
製
品
が
い
か
に
多
種
類
で
あ
る
と
は
い
え
、
ま
ず
大
分
類

の
レ
ベ
ル
で
は
表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
製
品
の
レ
ベ
ル
で
は
、

た
と
え
ば
厚
板
や
熱
延
広
幅
帯
鋼
・
鋼
板
の
場
合
を
例
に
取
っ
て
み
る
と
表
２
、
表
３
で
示
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
あ
ら
か
じ
め
限
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
す
で
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
き
わ
め
て
多
種
類
の
圧
延
製
品
が
製
造
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
意
味
で
は
そ
の
生
産
は
多
種
生
産
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
て
い
た
い
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
か
ど

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
六
六
）

う
か
と
い
う
厳
密
な
意
味
で
は
か
校
ら
ず
し
も
多
種
生
産
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
た
わ
ち
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製

鉄
所
の
生
産
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
注
文
生
産
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
一
般
的
た
理
解
が
示
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
よ
う
た
意
味
で
の
多
種
生
産
で
は
た
く
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
製
品
の
種
類
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
た
上
で
の
多
－
種
生
産
で
あ
る
わ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
い
い
か
え
れ
ば
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
は
本
来
の
意
味
で
の
注
文
生
産
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
ら
か
じ
め
い
わ
ば
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
用
意
さ
れ
た
多
種
類
の
製
品
を
前
提
と
す
る
選
択
的
注
文
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
た
お
、
以
下
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
製
品
の
種
類
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
た
上
で
の
多
種
生
産
、
し

た
が
っ
て
選
択
的
注
文
生
産
の
前
提
を
な
す
よ
う
な
多
種
生
産
の
こ
と
を
、
一
般
的
な
理
解
が
示
し
て
い
る
よ
う
な
意
味
で
の
多
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

生
産
と
区
別
し
て
、
「
多
種
」
生
産
（
ヵ
ツ
コ
っ
き
の
多
種
生
産
）
と
呼
ん
で
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
以
上
で
は
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
方
式
が
注
文
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
場
合
の
第
一

の
特
徴
点
と
し
て
、
そ
れ
が
多
種
生
産
で
あ
る
と
い
う
点
に
っ
い
て
説
明
し
た
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
そ
の
場
合
、
す
な
わ
ち
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

方
式
が
注
文
生
産
で
あ
る
と
い
う
場
合
の
第
二
の
特
徴
点
と
し
て
、
そ
れ
が
一
般
的
な
理
解
に
も
と
づ
げ
ば
少
量
生
産
、
す
な
わ
ち

あ
ら
か
じ
め
そ
の
量
を
限
定
さ
れ
た
、
し
か
も
実
際
に
比
較
的
少
量
づ
っ
の
生
産
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
具
体
的
に
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に
は
、
事
態
は
や
は
り
一
般
的
た
理

解
が
示
Ｌ
て
い
る
よ
う
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に
は
、
そ
の
生
産
は
、
決
し

て
あ
ら
か
じ
め
そ
の
量
を
限
定
さ
れ
た
、
少
量
づ
っ
の
生
産
で
あ
る
わ
げ
で
は
た
く
、
　
「
多
種
」
生
産
を
構
成
す
る
各
種
の
製
品
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
量
を
限
定
さ
れ
て
い
た
い
、
し
た
が
っ
て
そ
の
多
量
生
産
と
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
が
注
文
生
産
で
あ
る
と
は
い
え
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
本
来
の
注
文
生
産
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ



め
い
わ
ば
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
用
意
さ
れ
た
多
種
類
の
製
品
を
前
提
と
す
る
選
択
的
注
文
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
す
で

に
あ
き
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
た
お
、
こ
の
よ
う
な
多
量
生
産
の
結
果
と
し
て
実
際
に
現
在
の
町
本
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
各
種
圧

延
製
品
が
年
問
ど
れ
ほ
ど
製
造
さ
れ
て
い
る
か
は
、
一
九
七
一
年
の
場
合
、
す
で
に
掲
げ
た
表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る

　
（
た
だ
し
、
表
１
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
普
通
鋼
圧
延
鋼
材
の
基
本
銘
柄
１
１
大
分
類
の
レ
ベ
ル
で
の
数
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
細
か
な
製
品
種

類
別
の
数
字
は
わ
た
く
し
た
ち
に
は
得
ら
れ
た
い
）
。

　
以
上
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
方
式
に
っ
い
て
か
ん
た
ん
に
み
て
み
た
。
そ
の
結
論
は
、
も
う
一
度
要
約
的
に
く
り
返

せ
ば
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
。
そ
れ
は
、
市
場
生
産
で
は
た
く
、
あ
く
ま
で
も
注
文
生
産
で
あ
る
。

　
第
二
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
多
種
生
産
か
ど
う
か
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
注
文
生
産
と
い
う
場
合
に
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
多
種
生
産
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
あ
ら
か
じ
め
そ
の
製
品
の
種
類
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
た
上
で
の
多
種
生
産
・
す
な
わ

ち
「
多
種
」
生
産
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
注
文
生
産
で
あ
る
ど
い
っ
て
も
、
本
来
の
そ
れ
で
は
な
く
、
い
わ
ぼ
選
択
的

注
文
生
産
で
あ
る
。

　
第
三
。
そ
れ
は
、
製
品
の
量
の
点
か
ら
み
れ
ぼ
、
注
文
生
産
で
は
あ
る
が
、
少
量
生
産
で
は
な
く
、
多
量
生
産
１
１
大
量
生
産
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
い
ま
の
べ
た
よ
づ
に
、
そ
れ
が
注
文
生
産
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
　
「
多
種
」
生
産
を
前
提
と
す
る
選
択
的
注
文
生
産

で
あ
る
こ
と
の
必
然
の
帰
結
で
あ
る
。

　
以
上
の
結
論
は
、
さ
ら
に
い
い
か
え
れ
ば
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
生
産
方
式
は
、
あ
く
ま
で
も
大
量
生
産
で
あ
る
が
・
い

わ
ゆ
る
少
種
多
量
生
産
型
の
そ
れ
で
は
た
く
、
　
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
六
七
）



（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
六
八
）

　
野
坂
康
雄
編
著
『
鉄
鋼
業
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
産
業
図
書
、
一
九
七
〇
年
、
第
一
〇
章
、
と
く
に
二
九
〇
べ
－
ジ
。

　
以
上
、
鋼
材
の
取
弓
彩
態
に
つ
い
て
は
、
大
木
達
治
編
『
鉄
鋼
の
実
際
知
識
』
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七
三
年
、
一
四
六
～
一
五
〇

ぺ
ー
ジ
、
鉄
鋼
新
聞
杜
編
『
（
新
訂
）
鋼
材
の
知
識
』
鉄
鋼
新
聞
杜
、
一
九
七
二
年
、
六
〇
四
～
六
〇
七
ぺ
ー
ジ
。

　
現
在
目
本
の
二
一
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
現
代
巨
大
生
産
単
位
に
お
げ
る
労
働
老
の
存
在
構
造
」
『
立
命

館
経
済
学
』
第
二
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
、
と
く
に
表
２
，
３
を
参
照
。

　
以
上
の
よ
う
た
選
択
的
注
文
生
産
Ｈ
「
多
種
」
多
量
生
産
は
、
最
近
、
「
標
準
仕
様
型
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
．
プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ソ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
佐
田
登
志
夫
編
著
『
生
産
シ
ス
テ
ム
』
（
シ
ス
テ
ム
エ
学
講
座
５
）
目
刊
工
業
新
聞
杜
、
　
一
九
七
三
年
、
第
；
早

を
参
照
。

２
　
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
生
産
方
式

　
つ
ぎ
に
も
う
一
つ
、
自
動
車
工
業
巨
大
生
産
単
位
と
し
て
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
に
つ
い
て
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実

現
す
る
生
産
方
式
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
の
生
産
方
式
に
っ
い
て
ま
ず
第
一
に
い
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
先

の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
と
は
対
照
的
に
市
場
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
一
般
的
に
常
識
と
た
っ

て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
常
識
は
一
般
的
に
は
誤
り
で
は
な
い
（
た
だ
し
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
後
に
の
べ
る
よ
う
に
若
干
の
注
釈
が

必
要
で
あ
る
）
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
現
在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
生
産
方
式
は
市
場
生
産
と
い
う
形
態
を
取
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
す
で

に
皿
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
に
も
と
づ
げ
ば
こ
の
市
場
生
産
と
い
う
場
合
の
特
徴
ｏ
第
一
は
、

そ
れ
が
久
魯
生
あ
、
す
な
わ
ち
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
た
、
実
際
に
比
較
的
少
種
類
の
製
品
の
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



そ
こ
で
、
っ
ぎ
に
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
に
っ
い
て
み
て
み
る
と
、
こ
こ
で
の
事
態
は
や
は
り
先
に
整

理
し
た
一
般
的
な
理
解
が
示
し
て
い
る
も
の
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
場
合
に
は
、
そ
の
生
産
は
、
た
し
か
に
あ
ら
か
じ
め
製
品
の
種
類
を
限
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
製
品
の
種
類
を
み
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
か
な
ら
ず
し
も
少
種
類
で
あ
る
わ
け
で
は
た
く
、
か
な
り
多
種
類
に
の
ぼ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

生
産
は
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
先
に
説
明
し
た
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の
「
多
種
」
生
産
、
す
た
わ
ち
あ
ら
か
じ
め
そ
の
製
品
の

種
類
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
た
上
で
の
多
種
生
産
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に

認
識
す
る
た
め
に
、
現
在
の
日
本
に
存
在
す
る
完
成
乗
用
車
製
造
所
に
っ
い
て
そ
こ
で
製
造
さ
れ
て
い
る
乗
用
車
の
種
類
編
成
を
み

て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
で
ま
ず
は
じ
め
に
そ
れ
ら
の
製
造
所
で
製
造
さ
れ
て
い
る
乗
用
車
の
基
本
銘
柄
を
一
覧
表
で
示
し
て

み
る
と
、
表
４
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
を
一
見
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
で
は
、
先
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
と
は
少
し
異
な
っ

て
、
こ
の
基
本
銘
柄
の
点
で
は
、
す
た
わ
ち
製
造
車
種
の
大
分
類
レ
ベ
ル
で
は
一
般
的
に
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
ほ
ど
多
種
類
の
乗
用

車
を
製
造
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
先
の
表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
た
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で

の
圧
延
製
品
の
基
本
銘
柄
に
対
応
す
る
の
は
完
成
車
製
造
所
の
場
合
に
は
表
４
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
乗
用
車
の
基
本
銘
柄
で
あ

る
が
、
製
鉄
所
の
場
合
に
は
一
般
的
に
そ
の
製
造
銘
柄
は
条
鋼
、
鋼
板
、
鋼
管
の
全
範
囲
に
わ
た
っ
て
か
な
り
多
種
類
に
の
ぼ
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
に
は
一
般
的
に
そ
の
製
造
銘
柄
は
二
車
種
と
か
三
車
種
と
い
う
よ
う
に
少
種
類
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
し
、
完
成
乗
用
車
製
造
企
業
レ
ベ
ル
で
み
て
み
る
と
、
そ
の
製
造
銘
柄
は
か
な
り
多
種
類
に
の
ぽ
る
こ
と
に

た
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
と
日
産
自
動
車
と
い
う
二
大
企
業
の
場
合
、
と
り
わ
げ
明
瞭
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
企
業
レ
ベ

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
六
九
）



立
命
館
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済
学
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搬
ト
排
涛
激
由
掛
耀
庸
尋
ｅ
耀
庸
蕗
禽
－
堺

七
〇
（
七
〇
）

（
岩
ｓ
肯
排
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甫
）

耀
　
　
　
庸

栂
　
　
　
曲

７
凹
、
唖
轡
柵
Ｈ
淋

四
蹄

唖
轡
神

料
諌
Ｈ
搬

針
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軍
Ｈ
糠

川
糊
凪
轡
柵
Ｈ
撚
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０
ｏト閉○べ

◎
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甘
写
、
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寸
＼

締
瑛
園

炭
粛
＼
マ
ｖ
斗
＼
７

載
計
（
蔦
｝
ｗ
、

茸
盲
厨
囲
排
洋

聾
溺

漕
丘

曲
叶
腕
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↓
．
光
斗
、

洪
酔

一
＾
斗
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ぎ
に

＼
ミ
ー
Ｘ
ｌ
７
弓

一
”
べ
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、

（

ミ
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斗
Ｈ

壮
五
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寺
ン
＼
斗
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材
ｗ
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ｓ
◎
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壮
引
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斗
Ｈ
】
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ヰ
”
１
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∴
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マ
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｝
搾

〃
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汁

き
ミ
舟
Ｈ
泣
囲
甫
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一
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宕
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一
固
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一
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ト
プ
、
一
督
一

七
轟
肯
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片
ヲ
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ｐ

Ｉ
光
↓
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＼
（
÷
漣
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一

耀
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お
肯
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出
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藷
）
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癖
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汁
脚
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べ
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淋
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舟
Ｈ
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ラ
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Ｈ
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耕
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寸
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〔
｛
＼
斗
Ｐ
に
１
〕

（
、
口
に
＼
＼

入
マ
〈
７

一
一
ｕ
珂
斗
〕

４
１
、
自
〕

〔
ｕ
口
斗
〕

ｕ
口
斗
〕

一
一ぺ
－
、
巳

一
一
ｕ
司
斗
〕

４
－
、
巳

〔
、
．
ミ
ー
ン
ー
ア
巳

（
〔
、
Ｈ
＼
マ
斗
ご

メ
ン
寺
司
句
－
一
（

　
　
’

マ
斗
－
“

〔
ヰ
い
１
〕

一
｝
＄
“

９
司
１
“
〕

〔
ｘ
＼
じ
竺

一
一
×
、
）
“
〕

壮
ロ
ー
“
〕

〔
ヰ
”
ｉ
〕

〔
ヰ
い
↓

（
〔
斗
Ｈ
ヒ
ー
〕

×
＼
ミ
射
－
心

、
Ｈ
ロ
ー

、
垣
＼
、

宕
ミ
舟
Ｈ
泣
騨
耐

一
Ｎ
辿
醤
一

岩
お
舟
ト
泣
片
ぎ
〔
メ

》
ー
マ
〈
ス
汁
瀞
）
〕
〆

耀
蹄
。

宕
お
舟
一
泣
片
９
－
ミ

、
－
入
（
÷
躍
）
呼
耀
庸
。

宕
ｓ
肯
討
五
マ
〈
７
潜

僻
廿
↑
一
－
…
「
－
…
…
…

（
匡
ヨ
）

（
畔
）

映
煙
康
割
糊
書
ぐ
、
マ
〈
７
畝
片
ｑ
鴎
津
三
〔
片
が
。

◎
栂
於
帝
〔
〕
【
＞
さ
（
胱
か
鮪
空
汁
書
津
曽
｝
ｅ
糊
譜
時
蹄
ｄ
駄
か
。
団
－
栂
ｄ
げ
螂
譜
時
甦
〔
庄
俳
さ
（
“
６
蜻
空
汁
悪
誼
栂
（
・
ぐ
）
ｄ
駄
か
ｎ
～
＆
鳴
つ
。

◎
　
“
．
へ
〉
〈
Ｈ
鴻
・
昇
僕
ｅ
三
＼
ｏ
ぎ
×
泌
ー
マ
〈
７
貢
函
酋
ｅ
片
土
〔
７
山
帖
皿
轡
栂
Ｈ
粘
管
岬
ｅ
蝋
譜
時
隈
柵
ｄ
肘
か
。

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

七
一

（
七
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）

）在現月８年
７
４

１
９（ンヨシクレセドイワのナロコ５表

ズリシ

ＯＯ０２
ｏ
０

１
８Ｏ０６１

イ
ル
デ
イ
　
タ
ボ
ス

ト
し
「
　
　
　
ト

ト

フ
フ
Ｔ
フ

フ

シ
シ
Ａ
シ

シ

ア
ア
ア
ア

ア

口
，
口
ロ
　
ロ
一

口

フ
フ
フ
フ

フ

段
段
遠
段

段

■

４
５
３
５

５

一
Ｌ
－
」
一

一

Ｌ

ＴＧ

Ｒ

Ｓ

Ｓ

ト
　
　
ト
　
　
　
　
ｋ
１

ト

Ｔ

ト

ト

ト

フ
フ
Ｔ

フ
７
Ｔ
Ａ

フ
フ
Ｔ

フ

シ
シ
Ａ
シ

シ
Ａ
Ｅ

シ

シ

Ａ

ツ

ム
ア
ア

ム
ア
ア
ア

ア
ア
ア

ア

ラ
ロ
。
口
。

ラ
ロ
ー

口

口

口

口

口

口

コ
フ
フ
コ

フ
フ
フ

フ
フ
フ

フ

段
段
遠
段
段
速
速
段
段
速

段

３
４
３
３
４
３
３
４
５
３

５

一
一
一
一

．

・

一

一
．

一

■

Ｘ

Ｌ

Ｄ

Ｇ

Ｌ

Ｒ

Ｓ

Ｓ

し
「
ｋ
Ｉ
　
し
「
し
「

ト
ｋ
・

ト

ト

ト

フ
フ
フ
フ

Ｔ

フ
フ
Ｔ

フ

フ

フ

シ
シ

シ
シ
Ａ

シ
シ
Ａ

シ

シ

シ

ム
ア
ム
ア

ム

ム
ア
ア

ア

ア

ア

ラ
ロ
ー

ラ
ロ
。
ラ

ラ
ロ
．

口

口

口

口

コ
フ
　
コ
フ

コ

コ

フ
フ

フ

フ
フ
ー

段
段
段
段
速
段
段
速

段
段
段

３
４
３
４
２
３
４
３

４
４
４

一
－
一

一
Ｌ
Ｉ
」

・
一

－

一

一

一

Ｄ
Ｔ
　
　
Ｘ
Ｓ
　
　
Ｄ

Ｄ

Ｌ

Ｔ

Ｘ

Ｌ

Ｇ

Ｓ

Ｄ
Ｇ

４

ド

ア

２
ド
ア

セ

ダ

フ

ト
ト
　
　
Ｔ
ト
ト

フ
フ
Ｔ
Ａ
フ
フ

シ
シ
Ａ
Ｅ
シ
シ

ァ
ナ
ァ
ァ
ァ
ァ

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
肩
　
ロ

フ
フ
フ
フ
　
フ
　
フ

段
段
速
速
段
段

４
５
３
３
　
５
　
５

一
一
一
一
一
一

糺

眠
Ｇ
Ｔ

ト
　
　
ト
　
　
Ｔ
ト
ト

フ
Ｔ
フ
Ｔ
Ａ
フ
フ
Ｔ

シ
Ａ
シ
Ａ
Ｅ
シ
シ
Ａ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ロ
一
　
口
一
　
口
　
ロ
　
ロ
一
　
ロ
　
ロ
　
回

フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ

段
速
段
速
ノ
速
段
段
遠

４
３
４
３
３
４
５
３

「
ニ
ヒ
Ｅ

Ｘ
　
　
」
　
　
　
Ｌ

Ｄ
　
　
　
Ｇ
　
　
　
　
Ｓ

ト
　
　
　
　
　
ト

フ
Ｔ
フ
Ｔ

シ
Ａ
シ
Ａ

ア
ア
ア
ア

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

フ
フ
　
フ
フ

段
速
段
速

４
３
　
４
３

一
－
一
一
－
一

Ｘ
　
　
Ｌ

Ｄ
　
　
Ｇ

ハ

一
ド

ト
　
ツ

プ

○

成作りよジロペ
２
６
～
２
３』ＡＮＯＲＯＣ『

“

クロタカ行発社会式株売販車動自タヨト）所出（

　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
七
二
）

ル
で
み
て
み
て
も
、
二
大
企
業
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、

企
業
規
模
が
下
位
に
次
る
ほ
ど
種
類
数
は
そ
れ
は
ど

多
い
わ
げ
で
は
た
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
企
業
レ

ベ
ル
で
み
て
み
て
、
各
企
業
が
大
き
さ
の
異
な
る
一

連
の
か
た
り
の
多
く
の
銘
柄
の
車
種
を
製
造
す
る
よ

う
な
や
り
方
は
　
　
た
だ
し
、
と
く
に
ト
ヨ
タ
と
目

産
の
場
合
　
　
フ
ル
ラ
イ
ソ
｛
己
＝
ぎ
¢
政
策
と
呼
ば

　
　
（
１
０
）

れ
て
い
る
）
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
基
本
銘
柄
の
点
で
は
、

す
な
わ
ち
製
造
車
種
の
大
分
類
の
レ
ベ
ル
で
は
、

完
成
乗
用
車
製
造
所
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
ほ

ど
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
わ
げ
で
は

な
い
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
乗
用
車

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ
の
中
で
は
こ
ん
ど

は
先
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
め
場
合
と
同
じ
よ
う

に
か
汰
り
多
種
類
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
乗
用
車
に
っ



）在現月８年
７
４

１
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ズリシ

ＯＯ０２Ｏ０８ユＯ０６ユ

ス
タ
イ
ル

ボ
デ
ィ

ト
　
　
Ｌ
ザ
　
　
　
　
　
し
ザ

フ
　
フ
　
Ｔ
フ
Ｔ

シ
シ
Ａ
シ
Ａ

ア
ア
　
ア
ア
ア

ロ
ー
　
ロ
　
　
ロ
　
ロ
　
ロ

フ
　
フ
　
フ
　
フ
　
フ

段
段
速
段
速

４
　
５
　
３
　
５
　
３

一
一
一
一
－
一

Ｇ
Ｔ

ＸＴＧ

１
「
　
　
　
　
　
ト
　
　
ト
　
　
　
　
　
ト

フ
Ｔ
フ
　
フ
Ｔ
フ

シ
Ａ
シ
シ
Ａ
ツ

ア
ア
　
ア
ア
ア
ア

ロ
ー
　
ロ
　
　
ロ
ー
　
ロ
　
ロ
　
ロ

フ
　
フ
　
フ
　
フ
　
フ
　
フ

段
速
段
段
速
段

４
　
３
　
４
　
５
　
３
　
５

一
－
一
一
一
一
一

　
　
　
　
　
　
岨

」
　
　
跳
　
鮒

Ｇ
　
　
　
　
Ｓ
　
　
　
Ｓ

し
「
　
　
し
「
　
　
　
　
　
し
「
　
　
　
　
　
ト
　
　
ト
　
　
ト

フ
フ
Ｔ
フ
Ｔ
フ
フ
フ

シ
シ
Ａ
シ
Ａ
シ
シ
シ

ム
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

一
フ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ

コ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ

段
段
遠
段
速
段
段
段

３
４
３
４
３
４
５
５

一
　
一
　
一
一
－
一
　
一
－
一
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｅ

　
Ｘ
　
　
」
　
Ｓ
Ｓ
　
Ｓ
Ｓ

　
Ｄ
　
　
　
Ｇ
　
　
　
Ｓ
　
　
Ｓ

セ

ダ

ソ

し
「
　
　
ト
　
　
　
　
　
し
「

フ
　
フ
Ｔ
フ
Ｔ

シ
シ
Ａ
シ
Ａ

ア
　
ア
ア
ア
ア

ロ
　
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

フ
　
フ
　
フ
　
フ
　
フ

段
段
速
段
速

４
　
５
　
ｏ
ｏ
　
５
　
３

一
　
一
一
一
－
一

Ｇ
Ｔ

ＸＴＧ

ｋ
．
　
　
Ｌ
「
　
　
　
　
　
ト

フ
　
フ
Ｔ
フ

シ
シ
Ａ
シ

ア
　
ア
ア
ア

ロ
　
　
ロ
ー
　
ロ
　
ロ

フ
　
フ
　
フ
　
フ

段
段
速
段

４
　
５
　
３
　
５

一
一
一
一

ＳＳＳ

Ｅ
●

ＳＳＳ

成

でりおとの称呼ので車動自産目
，

作
り
り
あ
よ
て

し
「
　
　
ト
　
　
し
「
　
　
ト

フ
　
フ
　
フ
　
フ

シ
　
シ
シ
シ

ア
ア
ア
ア

ロ
　
　
ロ
ー
　
口
　
ロ

フ
　
フ
　
フ
　
フ

段
段
段
段

４
　
４
　
５
　
５

一
一
－
一
一

　
　
　
　
岨

」
　
鵠
　
Ｓ
Ｓ

Ｇ
　
　
Ｓ
　
　
Ｓ

』
し
Ｕ
　
統
Ｄ
　
と
Ｒ剛
合
Ｅ
場
Ｕ
の
ＬＢ
ナ
『
ロ
グ
コ
ロ
の

タ
５
カ
表
行
は
発
称
社
呼
会
の
式
成
株
形
車
ン動目産

日

ハ
ー
ド
ト
ッ
プ

ヨ
シ
　
。
ツ
い
ミ
な

　
は

所
注
出
（
（

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

い
て
、
さ
ら
に
土
ソ
ジ
ソ
、
ト
ラ
ソ
ス
ミ
ヅ
シ
ヨ
ソ
、
外
装
、
内

装
な
ど
の
点
で
著
し
く
多
様
な
車
種
を
製
造
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
こ
と
を
、
た
と
え
ば
現
在
の
日
本
の
乗
用
車
の
う
ち
で

も
っ
と
も
代
表
的
な
銘
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
工

業
の
コ
ロ
ナ
と
目
産
自
動
車
の
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
Ｕ
の
場
合
に
つ
い

て
示
し
て
み
る
と
、
表
５
お
よ
び
表
６
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
表
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
。
う
に
、
た
と
え
ば
こ
の
、
コ

目
ナ
と
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
丁
の
場
合
に
は
、
ま
ず
エ
ソ
ジ
ソ
の
種
類

（
排
気
量
）
に
も
と
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
六
〇
〇
、
　
一
八
○
○
、
二

〇
〇
〇
と
い
う
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
の
車
種
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の

三
シ
リ
ー
ズ
の
車
種
が
そ
れ
ぞ
れ
ボ
デ
ィ
ス
タ
イ
ル
に
も
と
づ
い

て
セ
ダ
ソ
と
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
と
い
う
二
つ
の
サ
ブ
シ
リ
ガ
ズ
を
も

っ
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
、
こ
の
サ
ブ
シ
リ
ー
ズ
の
レ
ベ
ル
で
み
て
み

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
シ
リ
ー
ズ
は
六
っ
に
な
る
。
た
だ
し
、
コ
ロ

ナ
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
セ
ダ
ン
が
四
ド
ァ
・
タ
ィ
プ
と
ニ
ド
ァ
・
タ
ィ

プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
シ
リ
ー
ズ
は
九
っ
に
な
る
）
。

他
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
乗
用
車
は
以
上
の
よ
う
な
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
七
四
）

と
は
別
に
、
ポ
デ
ィ
の
外
・
内
装
の
種
類
に
も
と
づ
い
て
Ｓ
Ｔ
Ｄ
，
Ｄ
Ｘ
，
Ｇ
Ｌ
…
…
－
等
々
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
六
つ
の
モ
デ
ル
を

も
ち
、
ま
た
こ
の
よ
う
た
六
つ
の
モ
デ
ル
と
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
彩
式
に
も
と
づ
く
三
段
コ
ラ
ム
シ
フ
ト
、
四
段
フ
ロ
ア
シ
フ
ト
、
五
段

フ
回
ア
シ
フ
ト
、
二
速
コ
ラ
ム
シ
フ
ト
・
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
（
Ａ
Ｔ
）
、
三
速
フ
回
ア
シ
フ
ト
・
オ
ー
ト
マ
チ
ツ
ク
、
三
速
フ
ロ
ア
シ

フ
ト
・
電
子
制
御
式
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
（
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
と
い
う
六
っ
の
モ
デ
ル
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
六
と
一
四
の
グ
レ
ー

ド
の
車
種
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
ニ
ハ
な
い
し
一
四
の
グ
レ
ー
ド
と
先
の
九
つ
な
い
し
六
つ
の
シ
リ
ー
ズ

の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
乗
用
車
は
四
五
と
三
二
の
タ
イ
プ
の
車
種
を
も
っ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
各
シ

リ
ー
ズ
に
す
べ
て
の
グ
レ
ー
ド
の
車
種
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
た
い
の
で
、
タ
ィ
プ
数
は
シ
リ
ー
ズ
数
と
グ
レ
ー
ド
数
の
積
に
は
た
ら
な
い
。

な
お
、
先
に
の
べ
た
フ
ル
ラ
イ
ン
政
策
を
前
提
と
し
て
、
企
業
が
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
各
銘
柄
の
乗
用
車
に
エ
ン
ジ
ソ
、
ト
ラ
ソ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

外
装
、
内
装
た
ど
の
点
で
多
様
性
を
も
た
せ
、
各
銘
柄
の
乗
用
車
に
っ
い
て
さ
ら
に
多
様
な
タ
ィ
プ
の
車
種
を
製
造
す
る
よ
う
た
や
り
方
は
、
ワ
ィ

ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
尋
崖
ｏ
窒
－
ｏ
ま
昌
政
策
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
次
く
、
フ
ル
ラ
イ
ソ
が
車
種
の
縦
の
広
が
り
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

イ
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ソ
は
そ
の
横
の
広
が
り
を
な
し
て
い
る
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
に
お
い
て
は
、
そ
の
生
産
は
、
た
し
か
に
あ
ら
か
じ
め
製
品
の
種
類
を
限
定
さ
れ

て
は
い
る
が
、
実
際
に
製
品
の
種
類
を
み
て
み
る
と
か
な
ら
ず
し
も
少
種
類
で
あ
る
わ
げ
で
は
な
く
、
か
な
り
多
種
類
に
の
ぼ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
完
成
乗
用
車
の
生
産
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
市
場
生
産
で
あ
る
が
、
し
か
し

そ
れ
は
生
産
方
式
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
が
示
し
て
い
る
よ
う
た
意
味
で
の
少
種
生
産
と
は
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
そ
れ
は
、
実
質
的
に
は
先
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の
「
多
種
」
生
産
と
類
似
の
内
容
の
も
の
で
あ
る
わ
げ
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ほ
こ
こ
で
「
多
種
」
生
産
と
呼
ん
で
き
た
も
の
は
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の
よ
う
に
選
択
的
注
文
生
産
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の
前
提
と
な
り
得
る
と
同
時
に
、
こ
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
含
の
よ
う

に
市
場
生
産
の
前
提
と
も
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
た
お
、
こ
の
よ
う

な
事
態
が
完
成
乗
用
車
製
造
所
自
体
の
中
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
後
に
ふ
れ
る
と

お
り
で
あ
る
）
。

　
さ
て
、
以
上
で
は
、
現
在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
生
産
方
式
が
市
場
生

産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
場
合
の
第
一
の
特
徴
点
と
し
て
、

そ
れ
が
製
品
種
類
の
点
で
ど
の
よ
う
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
そ
の
場
合
の
第
二
の
特
徴
点
と

し
て
、
そ
れ
が
一
般
的
た
理
解
に
も
と
づ
げ
ば
多
量
生
産
、
す
な
わ
ち
あ
ら

か
じ
め
そ
の
量
を
限
定
さ
れ
な
い
生
産
で
あ
る
と
い
う
点
に
っ
い
て
説
明
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
－
現

在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
に
は
、
事
態
は
一
般
的
な
理
解
が
示
し
て

い
る
も
の
と
ま
っ
た
く
お
な
じ
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
現
在
の
完
成
乗
用
車

製
造
所
の
場
合
に
は
、
そ
の
生
産
は
、
先
に
説
明
し
た
よ
う
な
「
多
種
」
生

産
を
構
成
す
る
各
車
種
が
あ
ら
か
じ
め
そ
の
量
を
限
定
さ
れ
て
い
な
い
、
し

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
が
っ
て
そ
の
多
量
生
産
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
市
場
生
産
セ
少
量
生
産
、
す
な
わ
ち
あ
ら
か
じ
め
そ
の
量
を
限
定
さ
れ



た
生
産
と
い
う
こ
と
が
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
性
格
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
・
－
こ

の
よ
う
な
多
量
生
産
の
繕
果
と
し
て
実
際
に
現
在
の
目
本
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
で
各
車
種
が
年
間
ど
れ
ほ
ど
製
造
さ
れ
て
い
る
か

を
み
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
現
在
の
日
本
で
製
造
さ
れ
て
い
る
乗
用
車
の
基
本
銘
柄

別
に
一
九
七
二
年
の
製
造
台
数
を
示
し
て
み
る
と
、
表
７
の
と
お
ヅ
で
あ
る
（
一
」
の
表
７
と
先
に
掲
げ
た
表
４
を
組
合
せ
る
一
」
と
に
よ
っ

て
、
各
完
成
乗
用
車
製
造
所
別
で
の
各
車
種
別
製
造
台
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
し
、
表
７
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
基
本
銘

柄
の
レ
ベ
ル
で
の
数
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
細
か
な
車
種
別
の
数
字
は
わ
た
く
し
た
ち
に
は
得
ら
れ
な
い
）
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
基
本
銘

柄
別
の
製
造
台
数
を
ち
な
み
に
企
業
別
に
集
計
し
て
み
る
と
、
表
８
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
以
上
の
よ
う
な
車
種

別
の
年
間
製
造
台
数
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
た
め
に
、
一
っ
の
モ
デ
ル
で
そ
の
内
容
を
も
う
少
し
細
か
く
示
し
て
み

る
と
、
た
と
え
ば
年
産
三
〇
万
台
と
い
う
車
種
の
場
合
に
は
、
月
産
で
は
二
五
、
○
○
○
台
、
月
二
五
日
稼
動
と
考
え
て
日
産
で
は

ち
ょ
う
ど
一
、
○
○
○
台
、
さ
ら
に
一
日
二
交
代
ニ
ハ
時
問
稼
動
と
考
え
て
一
時
問
あ
た
り
で
は
六
二
・
五
台
と
な
り
、
し
た
が
っ

て
こ
れ
が
一
本
の
組
立
ラ
ィ
ソ
で
製
造
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
は
ぼ
一
分
ご
と
に
一
台
が
ラ
ィ
ソ
オ
フ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
．

意
味
し
て
い
る
。

　
以
上
、
現
在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
生
産
方
式
に
っ
い
て
か
ん
た
ん
に
み
て
み
た
。
そ
の
結
論
は
、
も
う
一
度
要
約
的
に
く
り

返
せ
ば
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
。
そ
れ
は
、
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
市
場
生
産
で
あ
る
。

　
第
二
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
製
品
種
類
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
市
場
生
産
と
い
う
場
合
に
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
少
種

生
産
と
は
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の
「
多
種
」
生
産
と
類
似
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
・

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
七
七
）



　
　
　
立
命
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七
八
（
七
八
）

　
第
三
。
そ
れ
は
、
製
品
の
量
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
市
場
生
産
と
い
う
場
合
に
二
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
量
生
産
１
１

大
量
生
産
で
あ
る
。

　
以
上
の
結
論
は
、
さ
ら
に
い
い
か
え
れ
ば
、
現
在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
生
産
方
式
も
、
先
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
と
お

な
じ
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
大
量
生
産
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
少
種
多
量
生
産
型
の
そ
れ
で
は
な
く
、
　
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
そ

れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
で
は
、
現
在
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
生
産
方
式
を
そ
り
一
般
的
な
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
に

は
、
現
在
の
時
点
で
は
ま
だ
ま
っ
た
く
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
一
般
的
な
場
合
と
は
異
な

っ
て
、
そ
の
生
産
が
溢
丈
生
蕗
で
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
・
堤
工

場
に
お
げ
る
セ
リ
カ
の
製
造
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
場
合
に
っ
い
て
さ
ら
に
も
う
少
し
説
明
し
て
お
か
ね
ば
た
ら

な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
セ
リ
ヵ
の
製
造
の
場
合
に
っ
い
て
ま
ず
第
一
に
確
認
し
て
お
か
ね
ば
た
ら
た
い
こ
と
は
、
そ
れ
は
注
文
生
産
で

あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
以
上
で
説
明
し
て
き
た
市
場
生
産
に
も
と
づ
く
一
般
の
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
と
お
た
じ
よ
う

に
、
す
で
に
の
べ
た
「
多
種
」
生
産
を
そ
の
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
止
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
そ
れ
は
、
先
に
説
明
し

た
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
と
お
な
じ
選
択
的
注
文
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、
先
に
、
「
多
種
」
生
産
と
呼
ん
で
き

た
も
の
が
選
択
的
注
文
生
産
と
市
場
生
産
の
両
方
の
前
提
と
な
る
よ
う
た
事
態
が
完
成
乗
用
車
製
造
所
自
体
の
中
に
も
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
と
き
、

選
択
的
注
文
生
産
に
つ
い
て
念
頭
に
あ
た
っ
た
の
は
、
こ
の
セ
リ
カ
の
場
合
で
あ
る
）
。
一

　
そ
こ
で
、
さ
ら
に
あ
き
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
の
は
、
こ
の
セ
リ
ヵ
の
場
合
の
選
択
的
注
文
生
産
１
１
「
多
種
」
生
産
が
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、
７

ｃ
。
寓
、
口
＼
ト
弓

蜆
嵩
、
亘
＼
、
】
７

ｑ
－
斗
ｉ
、
べ
＼

心
嵩
、
ロ
ベ
、
、
７

勺
－
斗
１
、
べ
＼

蜆
寓
、
口
、
〈
】
７

ｏ
。
嵩
、
口
、
声
弓

Ｈ
、
×
斗
に
＼
（
享
癖
一
）

向
弓○○

艦
註

－
弓○

ｃ
ｏ
弓○

●

○
弓

抽
逼

○
弓
く

紐
曽

べ
＼
斗
）
＼
（
｝
帖
附
）

ム
ー
〈

＜
、

掛
苗

、
服
講
。
一
新
打
壮
“
二

一
〇
一
〇
一

ム
ー
〈

〈
、ｃ

ｏ○○

一
、
＜

、
×

○

一
、
〈

、
メｏ

ｏ○

、
、
〈

、
メ
ｃ
ｏ
奉○

誰
講
〉
一
熊
冷
壮
“
二

〇
一
〇

一
鑑
一

汁
×
、

ト

壮
ン
、

ト
ｏ
ｏ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

辻
メ
、

トｏ
ｏ
事○○

〇
一
〇

○
弓

錯
由

○
弓
く

鋤
逼

警
一

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

七
九
（
七
九
）
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Ｔ
Ｇ

用
専

用
専

箒○
○
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○

○

○

○

○

ア
リ
テ
ソ
イ

タ
ス
Ｓ
カ
ム

○

○

○

○

○

○

○
○
○

・

宥○
○

○

○

○

○

○

ツ
フ
ス
Ｓ
ア
ク

○

○

○

○

○

○

○

Ｔ
Ｇ

用
専

用
専

Ｔ
Ｓ

○

○

○

○

○

○

○

○

ス
ソ
ソ
汽
ラ
ヅ
ト
　
　
ミ
、

瓢
辮
１

とこ
○
る

　
用
あ

　
借
が

ー
を
ン

　
表
ジ

　
の
ン

　
載
工

－
所
の』
類
帆
種

１
　
２
肌
の

／
Ｃ
様
Ａ
仕
ＬＬＯＲＯＣ

ムア

ミ
、

レ

合場のＢＬカリセ

２
）

（

［
プ
グ
と
口
様

タ
仕

　
カ
ン

　
行
リ

　
発
ソ

イ
シ
社
ガ

タ
ア
会

エ
ロ
式
ラ

シ
フ
株
ユ

ル
遠
鷺

ポ
５
軍
に

１
動
ら

　
百
さ
タヨ
ま
ト
則
。

　
▲
す

、
Ｄ
駅
砺

　
（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
八
○
）

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
点
で
も
っ
と
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の

セ
リ
カ
の
場
合
の
選
択
的
注
文
生
産
は
単
に
あ
ら
か
じ
め
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ニ
ュ
ー
と
し
て
用
意
さ
れ
た
多
種
類
の
完
成
製
品
を
前
提
と

す
る
選
択
的
注
文
生
産
で
は
な
く
、
完
成
製
品
が
で
き
上
が

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
前
段
階
の
組
立
要
素
の
段
階
で
の
選
択
的
注
文
生
産
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
う
少
し
具
体
的
に

い
え
ば
、
こ
の
セ
リ
カ
の
場
合
の
蛍
文
生
産
と
い
う
の
は
、

先
に
表
５
、
表
６
で
コ
回
ナ
や
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
Ｕ
の
場
合
に

っ
い
て
掲
げ
た
四
五
や
三
二
の
車
種
の
レ
ベ
ル
で
の
選
択
で

は
な
く
（
そ
れ
ら
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
完
成
製
品
と
し

て
の
車
種
編
成
で
あ
る
）
、
そ
の
よ
う
な
車
種
が
で
き
上
が
る

前
提
と
な
っ
て
い
る
組
立
要
素
、
す
な
わ
ち
、
ニ
ソ
ジ
ソ
、

ト
ラ
ソ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
、
外
装
、
内
装
な
ど
（
こ
の
他
に
も
ま

だ
か
友
り
多
く
の
組
立
要
素
１
１
部
品
・
装
備
品
が
あ
る
が
、
基
本

的
た
も
の
は
以
上
の
四
つ
で
あ
る
）
の
レ
ベ
ル
で
の
選
択
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
｝
」
と
で
あ
る
。
乗
用
車
の
場
合



に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
選
択
的
注
文
生
産
は
、
現
在
一
般
に
フ
ル
チ
ョ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
（
ま
自
－
９
◎
一
８
乙
・
壱
箒
旨
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
セ
リ
カ
の
場
合
の
こ
の
よ
う
な
フ
ル
チ
ョ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
表
で
示
し
て
み
る
と
、
表
９
の

　
　
　
　
　
（
１
２
）

と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
セ
リ
ヵ
の
場
合
に
は
ま
ず
ボ
デ
ィ
ス
タ
ィ
ル
に
も
と
づ
い
て
普
通
タ
イ
プ
の
セ
リ
ヵ
と
リ
フ

ト
バ
ッ
ク
．
タ
ィ
プ
の
セ
リ
ヵ
（
セ
リ
ヵ
Ｌ
Ｂ
）
と
い
う
二
つ
の
シ
リ
ー
ズ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
リ
ー
ズ

の
主
要
組
立
要
素
の
種
類
数
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
普
通
タ
ィ
プ
の
セ
リ
ヵ
の
場
合
に
は
エ
ソ
ジ
ソ
が
七
種
類
、
ト
ラ
ソ
ス
ミ
ッ
シ

ヨ
ソ
が
六
種
類
（
た
だ
し
、
エ
ン
ジ
ン
．
ウ
ィ
ズ
．
ト
ラ
ソ
ス
ミ
ツ
シ
ヨ
ソ
で
は
一
四
種
類
）
、
外
装
が
五
種
類
、
内
装
が
十
種
類
と
な
っ
て

数類種能可択選ｕ
口
刀

品部のカリセ
ー
０表

数類種名品部

（
ｏ
　
８
６
　
　
一
Ｌ
ｏ

１
７

９

１
２

５
１

２
０

１
７

６
　
８

８
１
２
９
　
　
７
‘

７

ター
メ

■

ヤン
、

ツレプ
●

レノイオ

オジラ

ユシツニーガ
■

ラピ
●

タソセ

　
ム
　
リ
　
ト
　
グ
　
ソ
　
ニ
　
プ

ク
　
一
ソ
オ

タ
　
・

料
ア
燃
ド

パソバ
●

アリ

ムラコ
■

グソリアテス

ト一シ

フー
タパズイサ

“
，フーユチ

，ヤイタ

スクツボ
■

ルーソン
コ

レノリグタ一
．ニ

ジラ

ブソラルナグシ
■

ソー
タ

■

トソロフ

タ「
メ

■

ドーピス

スラ
“

カ
●

トソロフ

スラ
“

カドソイウ
■

クツ

“
、

１

ブーユチ
●

キーレブ

ダソリシタスマ
■

キーレブ

ジペ
５
１１』業産車動

舶鷲
『
借

夫
８
を

罰

富
表）所出（

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

お
り
、
ま
た
セ
リ
カ
Ｌ
Ｂ
の
場
合
に
は
ニ
ソ
ジ
ソ
が
六
種
類
、

ト
ラ
ソ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
が
六
種
類
（
た
だ
し
、
エ
ソ
ジ
ン
・
ウ

ィ
ズ
．
ト
ラ
ン
ス
、
、
、
ツ
シ
ヨ
ン
で
は
一
〇
種
類
）
、
外
装
が
二
種

類
、
内
装
が
五
種
類
と
た
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
各
要
素
の
全

種
類
が
組
合
せ
Ｈ
選
択
可
能
で
あ
る
わ
げ
で
は
な
い
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
お
な
じ
く
選
択
的
注
文
生
産
と
い
っ
て
も
以

上
の
よ
う
に
完
成
製
品
の
段
階
で
の
そ
れ
で
は
な
く
、
組
立

要
素
の
段
階
で
の
そ
れ
の
場
合
に
は
、
当
然
の
結
果
と
し
て
、

製
造
さ
れ
る
製
品
の
種
類
の
多
様
性
は
完
成
製
品
の
段
階
で

の
選
択
的
注
文
生
産
の
場
合
と
対
比
し
て
は
る
か
に
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
八
二
）

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
以
上
で
説
明
し
た
セ
リ
ヵ
の
場
合
で
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
ま
ず
表
９
で
示
さ
れ
て
い
る
四

つ
の
基
本
的
な
組
立
要
素
の
範
囲
内
で
車
種
数
は
普
通
タ
イ
プ
の
セ
リ
カ
で
二
〇
一
、
セ
リ
カ
Ｌ
Ｂ
で
三
四
、
合
計
二
三
五
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
さ
ら
に
種
々
の
オ
プ
シ
ョ
ソ
部
品
・
装
備
品
な
ど
の
選
択
を
加
え
る
と
、
そ
の
組
合
せ
は
理
論
上
は

一
、
四
〇
〇
万
に
も
の
ぼ
り
、
現
実
に
も
数
千
種
類
の
組
合
せ
が
製
造
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
、
こ
の
よ

う
た
部
品
・
装
備
品
に
つ
い
て
選
択
可
能
な
種
類
が
実
際
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
い
く
つ
か
の
例
で
示
し
て
み
る
と
、
表
１
０
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　
（
１
０
）
　
富
山
和
夫
『
日
本
の
自
動
車
産
業
』
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七
三
年
、
一
四
五
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
ｕ
）
　
同
上
書
、
一
四
六
～
一
四
七
べ
ー
ジ
。

　
　
（
１
２
）
　
同
上
書
、
一
四
七
～
一
五
三
ぺ
－
ジ
。

　
　
　
　
３
　
生
産
方
式
類
型
区
分
の
具
体
化

　
さ
て
、
以
上
で
は
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
を
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
銑
鋼
一
貫

製
鉄
所
と
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
を
使
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
個
別
事
例
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
以

上
の
よ
う
な
二
っ
の
代
表
的
な
個
別
的
事
例
を
前
提
と
し
て
、
ま
ず
最
少
限
一
般
的
に
導
き
出
し
得
る
結
論
を
整
理
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
要
約
す
れ
ぱ
っ
ぎ
の
四
っ
の
点
で
あ
る
。

　
第
一
。
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
は
、
市
場
生
産
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
注
文
生
産
の
場
合
も
あ
り
得
る
。

　
第
二
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
製
造
す
る
製
品
の
種
類
数
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
単
純
に
、
か
な
ら
ず
し
も
市
場
生
産
の
場
合
に

は
少
種
生
産
、
注
文
生
産
の
場
合
に
は
多
種
生
産
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
市
場
生
産
、
注
文
生
産
、
い
ず
れ
の
場
合
に
し
て
も



実
際
に
製
造
さ
れ
る
製
品
は
か
な
り
多
種
類
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
種
類
の
範
囲
は
あ
く
ま
で
も
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
生
産
、
す
な
わ
ち
一
方
で
は
あ
ら
か
じ
め
製
品
の
種
類
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
て
い
な
い
、
本
来
の
多
種
生
産
と
は
異
な
る

と
同
時
に
、
他
方
で
は
あ
ら
か
じ
め
製
品
の
種
類
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
実
際
に
製
造
さ
れ
る
製
品
も
少
種
類
で
あ

る
よ
う
な
少
種
生
産
と
も
異
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
い
わ
ぼ
「
多
種
」
生
産
と
な
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
類

型
の
生
産
が
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
代
表
的
た
現
代
巨
大
生
産
単
位
に
そ
ろ
っ
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
類
型

の
生
産
は
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
の
重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
。
以
上
第
二
の
点
を
前
提
と
す
る
と
き
、
「
多
種
」
生
産
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
注
文
生
産
と
は
、
実
は
本
来
の
意
味
で
の

注
文
生
産
で
は
な
く
、
い
わ
ぼ
選
択
的
注
文
生
産
と
で
も
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
で
注

文
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
、
こ
の
よ
う
な
選
択
的
注
文
生
産
が
重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
四
。
と
こ
ろ
で
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
は
、
さ
ら
に
製
品
の
量
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
本
来
の
注
文
生
産
の
場

合
を
除
け
ぼ
、
選
択
的
注
文
生
産
の
場
合
に
も
、
ま
た
も
ち
ろ
ん
市
場
生
産
の
場
合
に
も
多
量
生
産
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
（
ぞ
れ

は
、
い
い
か
え
れ
ば
あ
く
ま
で
も
大
量
生
産
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
上
の
結
論
を
総
合
す
れ
ぼ
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
大
量
生
産
で
あ
る
が
、
い

わ
ゆ
る
少
種
多
量
生
産
型
の
そ
れ
で
は
な
く
、
　
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
そ
れ
が
重
要
な
特
徴
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
二
っ
の
代
表
的
な
個
別
的
事
例
の
分
析
を
通
し
て
得
ら
れ
る
一
般
的
な
結
論
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

結
果
を
ふ
ま
え
て
、
も
う
一
度
先
に
皿
で
紹
介
・
整
理
し
た
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
に
立
ち
帰
っ
て
み
る
と
、
す
で

　
　
　
．
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
八
三
）
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八
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（
八
四
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に
あ
き
ら
か
た
よ
う
に
そ
の
一
般
的
な
理
解
、
す
な
わ
ち
そ
の
類
型
区
分
は
、
現
在
の
具
体
的
な
現
実
を
説
明
し
ょ
う
と
す
れ
ば
い

く
っ
か
の
点
で
不
十
分
さ
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
発
展
１
１
具
体
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
を
整
理

し
て
お
げ
ば
、
そ
れ
は
っ
ぎ
の
三
っ
の
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
第
一
。
こ
れ
ま
で
の
デ
般
的
た
理
解
で
は
、
生
産
方
式
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
注
文
生
産
か
市
場
生
産
か
と
い
う
二
っ
の
類
型
に

分
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
具
体
的
な
現
実
を
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
注
文
生
産
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
さ
ら
に
具
体
的
に

理
解
さ
れ
、
本
来
の
注
文
生
産
と
選
択
的
注
文
生
産
と
い
う
二
つ
の
類
型
に
分
げ
ら
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
方
式

と
い
う
場
合
、
そ
の
基
本
航
な
類
型
は
ｃ
Ｄ
本
来
の
注
文
生
産
、
の
選
択
的
注
文
生
産
、
そ
し
て
ゆ
市
場
生
産
と
い
う
三
っ
に
分
げ
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
。
と
こ
ろ
で
、
生
産
方
式
を
さ
ら
に
製
造
さ
れ
る
製
品
の
種
類
数
お
よ
び
製
品
の
量
と
い
う
点
か
ら
特
徴
づ
げ
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
の
一
般
的
な
理
解
で
は
、
そ
れ
は
多
種
少
量
生
産
か
少
種
多
量
生
産
か
と
い
う
二
っ
の
類
型
に
分
げ
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
注

文
生
産
の
場
合
に
は
多
種
少
量
生
産
、
市
場
生
産
の
場
合
に
は
少
種
多
量
生
産
と
い
う
特
徴
づ
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

い
ま
の
べ
た
選
択
的
注
文
生
産
と
い
う
生
産
方
式
観
型
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
の
は
、
多
種
少
量
生
産
で
も
少
種
多
量
生
産
で
も
た

い
、
　
「
多
種
」
多
量
生
産
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
方
式
を
さ
ら
に
製
品
の
種
類
数
お
よ
び
量
と
い
う
点
か
ら
類
型
区
分
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
基
本
的
な
類
型
は
０
Ｄ
多
種
少
量
生
産
、
ｏ
「
多
種
」
多
量
生
産
、
お
よ
び
ゆ
少
種
多
量
生
産
と
い
う
三
つ
に
分
げ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
新
た
な
類
型
で
あ
る
「
多
種
」
多
量
生
産
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
先
に
完
成
乗
用
車
製
造

所
の
生
産
方
式
の
場
合
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
み
た
よ
う
に
、
選
択
的
注
文
生
産
の
場
合
の
前
提
を
た
す
と
同
時
に
、
市
場
生
産

の
場
合
の
前
提
を
な
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
二
系
列
の
類
型
区
分
の
対
応
関
係
は
、
か
ん
た



ん
に
図
示
す
れ
ぼ
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
三
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
生
産
方
式
に
っ
い
て
の
新
た
な
類
型
区
分
を
前
提
と
し
て
み
る
と
、
さ
ら
に
先
に
ｎ
で
示
し

て
お
い
た
「
大
量
生
産
」
と
い
う
こ
と
の
概
念
規
定
に
っ
い
て
も
、
現
在
の
具
体
的
な
現
実
を
説
明
す
る
た
め
に
必
然
的
に
新
た
な

内
容
が
こ
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
示
し
て
お
い
た
概
念
規
定
で
は
、
大
量
生
産
は
少
種
多
量
生
産

Ｈ
市
場
生
産
で
あ
る
と
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
新
た
な
類
型
区
分
を
前
提
と
し
て
み
る
と
、
大
量
生
産
と
い
う

場
合
に
は
、
少
種
多
量
生
産
と
同
時
に
、
　
「
多
種
」
多
量
生
産
の
場
合
も
含
め
て
概
念
規
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
量
生
産
と
い
う
場
合
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
特
徴
が
な
に
よ
り
も
ま
ず
多
量
生
産
と
い
う
点
に
あ
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
い
い
か
え
れ
ぼ
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
量
生
産
に

市
場
生
産
と
選
択
的
注
文
生
産
と
い
う
二
っ
の
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
・

１
Ｖ

「
多
種
」
多
量
生
産
の
実
現
条
件

　
さ
て
、
以
上
皿
で
は
、
二
っ
の
代
表
的
な
個
別
的
事
例
の
分
析
を
前
提
と
し
て
、
ま
ず
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方

式
そ
の
も
の
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
一
こ
と
で
い
え
ぼ
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
と
し
て
は
・

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
一
坂
本
一
　
　
　
　
　
　
　
、
八
五
一
八
五
一
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あ
く
ま
で
も
大
量
生
産
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
少
種
多
量
生
産
型
の
そ
れ
で
は
な
く
、
　
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
そ
れ
が
重
要
た
特

徴
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
ｖ
で
は
、
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
っ
ぎ
に
こ
の
よ
う
な
現

代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
の
重
要
な
特
徴
を
た
す
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
大
量
生
産
が
一
体
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
実
現
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
現
条
件
に
っ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
た
お
、
こ
の
場
合
に
ー
も
、
ま
ず
個
別
的
事
例
を
使

っ
て
具
体
的
な
事
態
を
認
識
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
個
別
的
事
例
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
先
に
皿

で
取
上
げ
た
二
っ
の
事
例
の
う
ち
銑
鋼
一
貫
製
造
所
の
場
合
を
重
ね
て
取
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
（
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
も

あ
わ
せ
て
取
上
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
細
部
に
っ
い
て
の
準
備
の
都
合
で
、
こ
こ
で
は
取
り
あ
え
ず
省
略
し
た
。
た
だ
し
、
内
容
の
基
本
は
お
た

じ
で
あ
る
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
個
別
的
事
例
の
説
明
に
入
る
に
先
だ
っ
て
、
一
っ
、
こ
こ
で
生
産
方
式
の
実
現
条
件
と
呼
ん
で
い
る
も
の

の
内
容
に
つ
い
て
少
し
一
般
的
に
の
べ
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
生
産
方
式
の
実
現
条
件
と
乎
ん
で
い
る
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
た
く
先
に
ー
で
は
「
作
業
組
織
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
整
備
さ
れ
た
か
た
ち
で
は
労
働
組
織
１
１
作
業
分
担
に
も
と
づ
く
協
業
移
態
の
労
働
組
織
お
よ
び
労
働
手

段
１
１
機
械
・
装
置
体
系
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
機
構
と
し
て
理
解
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
確
認
し
て

お
か
ね
ほ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
生
産
方
式
の
実
現
条
件
と
い
う
場
合
、
実
は
こ
の
皿
で
示
し
て
き
た
よ
う
た
理
解
、
す
た
わ
ち
そ
の

一
般
的
た
理
解
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に
そ
の
労
働
過
程
が
個
人
の
も
の
で
は
な
く
集
団
的

・
杜
会
的
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
直
接
労
働
対
象
に
働
き
か
げ
る
労
働
１
－
作
業
労
働
と
と
も
に
、
さ
ら
に
こ
の
集
団
的
．
杜
会
的

作
業
労
働
に
対
し
て
指
揮
機
能
を
果
た
す
労
働
１
１
管
理
労
働
が
必
然
的
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
全
体
と
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し
て
の
生
産
機
構
は
作
業
機
構
と
そ
れ
に
指
揮
機
能
を
果
た
す
管
理
機
構
と
か
ら

成
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
労
働
過
程
１
１
生
産
機
構
の
構
造

全
体
の
視
点
か
ら
み
れ
ぼ
、
あ
き
ら
か
に
ｎ
で
示
し
て
き
た
よ
う
な
生
産
方
式
の

実
現
条
件
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
は
そ
の
う
ち
の
作
業
機
構
の
部
分
し
か
考

慮
の
う
ち
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
作
業
機
構
は
生
産
機
構

の
基
底
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
管
理
機
構
と
の
結
合
な
し
で
は
機
能
し
得
な

い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
生
産
方
式
の
実
現
条
件
と
い
う
場
合
に

は
、
ー
で
説
明
し
た
よ
う
な
作
業
機
構
と
同
時
に
、
さ
ら
に
い
ま
の
べ
た
よ
う
な

管
理
機
構
も
考
慮
の
う
ち
に
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
下
で
は
、
生
産
方
式
の
実
現
条
件
に
つ
い
て
の
以
上
の
よ
う
な
理
解

を
前
提
に
し
て
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
の
重
要

な
特
徴
を
な
す
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
大
量
生
産
の
実
現
条
件
を
、
ま
ず
具
体

的
に
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
作
業
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
ま
ず
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
作
業
機
構
に
っ
い
て
み
て
み
る
が
、
こ
の

よ
う
な
作
業
機
構
と
は
い
い
か
え
れ
ぼ
労
働
対
象
処
理
ブ
ロ
セ
ス
の
直
接
的
な
実
現
機
構
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
作
業
機
．

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
八
七
）
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構
の
説
明
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
当
該
の
生
産
単
位
に
お
げ
る
こ
の
よ
う
な
労
働
対
象
処
理
プ
ロ
セ
ス
ー
－
加
工
素
材
の
流

れ
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
を
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に
っ
い
て
示
し
て
み
る
と
、
図
２
の
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
労
働
対
象
処
理
プ
ロ
セ
ス
は
、
同
時
に
現
在
の
鉄
鋼
業
の
基
本
的

た
労
働
対
象
処
理
プ
ロ
セ
ス
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
と
は
、
鉄
鋼
業
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
全
体
と
し
て
、

「
一
貫
」
し
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
）
、
こ
の
よ
う
な
鉄
鋼
業
の
基
本
的
な
ブ
肩
セ
ス
は
す
で
に
あ
ま
り
に
も
周
知
の
こ
と
た
の
で
、

い
ち
い
ち
説
明
を
加
え
る
必
要
は
た
い
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
図
は
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
プ
ロ
セ
ス
払
モ
デ
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
毘

実
の
個
々
の
場
合
に
、
と
く
に
圧
延
段
階
に
お
い
て
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
実
現
さ
れ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
前
掲
の
表
１
を
参
照
）
。

　
こ
の
図
に
も
と
づ
い
て
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
銑
鋼
一
實
製
鉄
所
１
１
鉄
鋼
業
の
場
合
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
基
本
的
な
素
材
を
出
発
点
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
最
終
的
に
は
各
種
の
銘
柄
の
製
品
が
導
か
れ
る
よ
う
な
、
枝
分
か
れ
型
な
い
し
分

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

散
型
の
プ
回
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
銑
鉄
を
出
発
点
に
し
て
、
そ
れ
か
ら

最
終
的
に
は
各
種
の
圧
延
鋼
材
が
製
造
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
皿
で
は
表
１
で
銑
鋼
一
貫
製
鉄

所
の
圧
延
鋼
材
（
た
だ
し
、
普
通
鋼
）
の
基
本
銘
柄
一
覧
を
示
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
圧
延
鋼
材
は
実
は
以
上
の
よ
う
な
枝
分
か
れ
型
の

プ
肩
セ
ス
を
前
提
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
１
１
鉄
鋼
業
の
場
合
と
対
比
す
れ
ば
、

完
成
乗
用
車
製
造
所
１
１
自
動
車
工
業
の
場
合
の
プ
厚
セ
ス
は
、
逆
に
各
種
の
素
材
を
出
発
点
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
変
形
・
組
合
せ
を
通
し
て
、
最
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

的
に
は
基
本
的
に
一
っ
の
製
品
１
１
乗
用
車
が
導
か
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ぱ
収
れ
ん
型
た
い
し
結
合
型
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
構
造
の
相
異
は
、
皿
で
の
べ
た
、
基
本
銘
柄
１
１
製
品
の
大
分
類
レ
ベ
ル
で
の
製
品
種
類
数
の
相
異
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
た
お
、
以
上

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
構
造
の
二
つ
の
類
型
は
、
よ
り
一
般
的
に
、
枝
分
か
れ
型
が
変
質
加
工
工
業
の
、
収
れ
ん
型
が
変
形
・
組
立
加
工
工
業
の
、
そ
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面
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全
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態

ツ
　
事

レ
　
　
る

フ
　
　
す

ン
　
在

パ
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現

鋼
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フ
こ
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）

出
　
　
注

（
　
　
　
　
（

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
・

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
セ
ス
の
特
徴
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
構
造
の
認
識
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
が

銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
ど
の
よ
う
な
作
業
機
構
で
実
現
さ
れ
て
い
る
か
を
み

て
み
る
が
、
ま
ず
第
一
に
労
働
組
織
の
彬
態
に
１
っ
い
て
み
て
み
る
と
、
銑

鋼
一
貫
製
鉄
所
で
は
す
で
に
細
か
く
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
以
上
の
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
が
段
階
的
作
業
分
担
型
の
労
働
組
織
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
以
上
の
よ
う
な
ブ

ロ
セ
ス
が
具
体
的
に
は
図
３
の
よ
う
な
工
場
編
成
で
実
現
さ
れ
て
い
る
が

（
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
工
場
結
合
体
１
ー
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
で
あ
る
）
、
　
こ
れ
は
、

「
職
場
（
Ｈ
工
場
…
－
引
用
老
）
が
、
特
定
製
品
の
生
産
に
っ
い
て
発
現
す

べ
き
作
業
乃
至
作
業
工
程
の
順
序
を
中
心
と
し
て
、
従
っ
て
作
業
対
象
の

進
行
経
路
が
最
短
距
離
に
於
て
展
開
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
中
心
と
し
て
形

成
せ
ら
れ
て
」
（
藻
利
重
隆
『
流
れ
作
業
組
織
の
理
論
』
二
四
～
二
五
べ
ー
ジ
）

お
り
、
し
た
が
っ
て
作
業
分
担
は
「
特
定
製
品
の
生
産
に
っ
い
て
発
現
す

べ
き
作
業
乃
至
作
業
工
程
」
、
す
な
わ
ち
素
材
加
工
過
程
に
お
げ
る
継
起

的
・
段
階
的
諸
作
業
の
分
担
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
八
九
）
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そ
－
」
で
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
捗
態
を
と
っ
た
労
働
組
織
が
ど
の
よ
う
な
労
働
手
段
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
周
知
の
よ
う
に
基
本
的
な
装
置
・
機
械
に
っ
い
て
い
え
ば
、
溶
鉱
炉
（
製
銑
工
場
）
↓
転
炉
（
製
鋼
工
場
）
↓
分
塊

圧
延
機
（
分
塊
工
場
）
↓
ホ
ッ
ト
ス
ト
リ
ヅ
ブ
・
ミ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
圧
延
機
（
各
種
圧
延
工
場
）
と
い
う
一
連
の
段
階
的
な
専
用

装
置
．
機
械
に
－
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
専
用
装
置
・
機
械
の
段
階
的
配
置
体
系

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
１
で
の
べ
た
よ
う
に
、
装
置
体
系
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
装
置
の
機
能
形
式
に
か
か
わ
る
二
っ
の
類
型
に
も

と
づ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
そ
の
彬
態
を
揚
定
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
み
て
み
る
と
、
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の

装
置
．
機
械
体
系
は
、
溶
鉱
炉
↓
転
炉
と
い
う
前
半
の
装
置
体
系
の
部
分
に
つ
い
て
い
え
ほ
、
溶
鉱
炉
が
連
続
式
装
置
、
転
炉
が
回

分
式
装
置
と
、
異
な
る
類
型
の
装
置
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
者
は
一
般
的
に
大
型
の
回
分
式
装
置
で
あ
る
（
能
力
的
に

は
、
一
般
的
に
溶
鉱
炉
一
基
に
転
炉
一
・
五
基
が
対
応
し
て
い
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
装
置
体
采
は
、
専
用
装
置
の
段
階
的
配
置
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

に
ふ
さ
わ
し
い
移
態
の
装
置
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
た
作
業
機
構
の
彬
態
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
作
業
機
構
、
す
な
わ
ち
「
多
種
」
多
量
生

産
型
の
大
量
生
産
を
実
現
す
る
た
め
の
作
業
機
構
は
、
以
上
の
説
明
の
限
り
で
は
（
以
上
の
と
こ
ろ
で
は
、
実
は
ま
だ
生
産
の
「
多
種
」

性
に
っ
い
て
は
問
題
に
し
て
い
な
い
）
、
す
で
に
１
で
行
っ
た
説
明
に
照
ら
し
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
少
種
多
量
生
産
型
の
大
量
生
産

の
場
合
の
作
業
機
構
と
お
な
じ
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
く
と
も
こ
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に
は
、
そ
の
「
多

種
」
多
量
生
産
は
あ
く
ま
で
も
少
種
多
量
生
産
、
も
っ
と
も
単
純
化
し
た
か
た
ち
で
は
単
種
多
量
生
産
の
た
め
の
作
業
機
構
を
前
提

と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
な
お
、
こ
の
よ
う
に
「
多
種
」
多
量
生
産
が
少
種
多
量
生
産
の
た
め
の
作
業
機
驚
を
前
提
と
し
て
実



現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の
み
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
完
成
乗
用
車
製
造
所
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ

の
こ
と
は
、
乗
用
車
の
「
多
種
」
多
最
生
産
も
あ
く
ま
で
も
少
種
多
量
生
産
の
場
合
の
労
働
組
織
で
あ
る
「
流
れ
作
業
組
織
」
を
基
礎
と
し
て
い
石

こ
と
に
、
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
分
な
証
明
で
ぼ
な
い
が
、
以
上
の
点
は
一
般
性
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
。

　
そ
こ
で
、
間
題
は
、
以
上
の
よ
う
に
少
種
多
量
生
産
の
場
合
と
共
通
性
を
も
っ
た
作
業
機
構
の
基
礎
の
上
で
、
さ
ち
に
ど
の
よ
う

な
条
件
を
利
用
し
て
「
多
種
」
多
量
生
産
を
実
現
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ず
第
一
に
圧
延
製
品
の
基
本
銘
柄
１
１
大

分
類
レ
ベ
ル
で
の
「
多
種
」
生
産
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
こ
れ
は
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
げ
る
プ
ロ
セ
ス

の
構
造
、
し
た
が
っ
て
ま
た
労
働
組
織
の
編
成
の
あ
り
方
の
中
で
実
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
す
で
に
図
２
で
示

し
た
よ
う
な
枝
分
か
れ
型
の
ブ
ロ
セ
ス
構
造
が
存
在
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
上
で
図
３
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
圧

延
段
階
に
は
各
種
の
多
数
の
圧
延
工
場
を
並
列
的
に
存
立
さ
せ
る
よ
う
な
労
働
組
織
が
成
立
ウ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
の
構
造
１
－
労
働
組
織
の
編
成
を
利
用
し
て
、
ま
ず
先
に
表
ー
で
具
体
的
に
示
し
た
よ
う
た
多
種
類
の
圧
延
製
品

の
基
本
銘
柄
が
製
造
さ
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
皿
で
説
明
し
た
よ
う
に
圧
延
製
品
の
多
種
類
性
は
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
製
品
の
内
部
に
ま
で
及
ん
で

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
製
品
に
っ
い
て
さ
ら
に
規
格
や
寸
法
な
ど
の
点
で
著
し
く
多
種
類
の
製
品
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
「
多
種
」
生
産
と
い
う
場
合
、
そ
の
本
領
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
っ
ぎ
に
こ
の
よ
う
な
各
銘
柄
内
部

レ
ベ
ル
で
の
「
多
種
」
生
産
に
っ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
各
基
本
銘
柄
の
製
品
が
経
過
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
に
お
け
る
装
置
・

機
械
の
技
術
的
融
通
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
装
置
・
機
械
に
よ
っ
て
実
現
し
得
る
製
品
の
規
格
や
寸
法
の
融
通
性
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
実
際
に
こ
の
よ
う
な
技
術
的
融
通
性
を
利
用
し
得
る
の
は
、
先
に
の
べ
た
よ
う
な
装
置
・
機

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
九
一
）
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械
体
系
の
う
ち
転
炉
以
降
、
す
な
わ
ち
転
炉
お
よ
び
各
種
圧
延
機
で
あ
る
が
（
な
お
、
そ
の
前
段
階
の
溶
鉱
炉
に
っ
い
て
い
え
ば
、
以
上
の

よ
う
な
技
術
的
融
通
性
が
ま
っ
た
く
利
用
し
得
な
い
わ
け
で
は
た
い
が
、
そ
れ
が
連
続
式
装
置
で
あ
る
こ
と
が
、
逆
に
そ
の
利
用
を
困
難
に
し
て
い

る
。
し
か
し
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
は
、
転
炉
以
降
の
技
術
的
融
通
性
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
多
種
」
生
産
の
要
請
が
十
分
み
た
さ

れ
て
い
る
）
、
ま
ず
転
炉
の
段
階
で
は
主
と
し
て
所
定
の
規
格
の
要
請
す
る
鋼
質
が
実
現
さ
れ
、
さ
ら
に
各
種
圧
延
機
の
段
階
で
は
主

と
し
て
所
定
の
寸
法
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
所
定
の
規
格
や
寸
法
の
実
現
は
、
具
体
的
に
、
転
炉
の
場
合
に
は

基
本
的
に
は
酸
素
送
入
量
と
副
原
料
の
添
加
量
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
り
、
ま
た
各
種
圧
延
機
の
場
合
に
は
基
本
的
に
は
ロ
ー
ル
圧
下

量
と
圧
延
後
の
勢
断
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
多
種
類
の
規
格
・
寸
法
の
製
品
の
製
造
が
ブ
回
セ
ス
の
各
段
階
の
装
置
・
機
械
の
技
術
的
融
通
性
の
利

用
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
と
い
う
場
合
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
量
生
産
の
実
現
移
態
に
一
つ
の
新
た
な
形
態
が
存

在
し
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
大
量
生
産
の
実
現
彩
態
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
先
に
皿
の
説
明

の
中
で
ふ
れ
た
複
種
多
量
生
産
１
１
組
別
生
産
や
単
種
多
量
生
産
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
た
か
た
ち
で
の
「
多
種
」
多

量
生
産
１
－
複
種
多
量
生
産
の
実
現
に
よ
っ
て
、
こ
の
複
種
多
量
生
産
が
決
し
て
組
別
生
産
と
し
て
の
み
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

複
種
１
１
「
多
種
」
の
製
品
が
入
り
混
っ
た
か
た
ち
で
（
同
種
の
も
の
が
か
な
ら
ず
し
も
組
を
た
さ
な
い
で
）
、
す
な
わ
ち
い
わ
ば
混
合
生
産

と
で
も
い
わ
れ
る
べ
き
か
た
ち
で
も
実
現
さ
れ
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
以
上
の
よ
う
な

銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の
「
多
種
」
多
量
生
産
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
混
合
生
産
と
い
わ
れ
る
べ
き
形

態
に
お
い
て
で
あ
る
。
た
お
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
実
現
形
態
が
っ
げ
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
量
生
産
の
実
現
形
態
に
は
単
種

生
産
、
組
別
生
産
、
混
合
生
産
（
後
二
者
は
複
種
生
産
）
と
い
う
三
っ
の
彫
態
が
存
在
す
る
こ
と
に
た
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も



　
（
１
４
）

な
い
。

　
さ
て
、
以
上
で
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
い
て
少
種
多
量
生
産
の
場
合
と
共
通
性
を
も
っ
た
作
業
機
構
の
基
礎
の
上
で
さ

ら
に
ど
の
よ
う
た
条
件
を
利
用
し
て
「
多
種
」
多
量
生
産
を
実
現
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
新
し
い
大

量
生
産
の
実
現
形
態
が
っ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
か
ん
た
ん
に
み
て
み
た
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
た

い
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
は
、
以
上
の
よ
う
な
作
業
機
構
に
。
お
け
る
「
多
種
」
多
量
生
産
の
実
現
条
件
は
、
さ
ら
に
管
理
機
構
に
お

げ
る
条
件
を
前
提
と
し
た
け
れ
ば
機
能
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
こ
の
ｖ
の
は
じ
め
に
の
べ

た
よ
う
な
一
般
的
な
意
味
で
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
以
上
の
よ
う
な
「
多
種
」
多
量
生
産
の

実
現
条
件
が
っ
く
り
出
す
特
殊
な
技
術
的
な
要
請
に
も
と
づ
い
て
、
具
体
的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
よ
う
な

「
多
種
」
多
量
生
産
、
し
か
も
組
別
生
産
で
は
た
く
混
合
生
産
と
い
う
形
態
で
実
現
さ
れ
る
そ
れ
に
お
い
て
は
、
と
く
に
目
標
と
す

る
最
終
製
品
一
っ
ひ
と
っ
に
っ
い
て
そ
の
た
め
の
素
材
加
工
の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
が
加
工
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
細
密
に
た
て
ら
れ
、

混
合
生
産
移
態
の
「
多
種
」
多
量
生
産
と
い
う
複
雑
な
最
終
目
標
を
（
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
注
文
の
内
容

の
複
雑
さ
に
観
定
さ
れ
て
い
る
）
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
流
れ
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
わ
げ
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
混
合
生
産
形
態
の
「
多
種
」
多
量
生
産
の
実
現
の
た
め
に
は
、
い
ま
の
べ
た
よ
う
な
素
材
計
算
（
あ
る
い
は
材
料
計
算
）

と
い
う
複
雑
な
作
業
、
す
た
わ
ち
作
業
機
構
に
お
げ
る
労
働
対
象
処
理
作
業
と
は
独
自
的
な
、
管
理
機
構
に
お
げ
る
複
雑
な
清
報
処

理
作
業
が
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
具
体
的
に
間
題
に
し
て
い
る
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
に

つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
素
材
計
算
と
い
う
生
産
管
理
の
た
め
の
情
報
処
理
作
業
の
複
雑
さ
は
、
一
つ
に
は
最
終
製
品
の
目
標

が
規
格
（
と
く
に
鋼
質
）
お
よ
び
寸
法
と
い
う
複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
も
う
一
っ
に
は
こ
の
よ
う

　
　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
九
三
）
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Ａ

Ｂ

Ｃ

ＣＡ

Ｂ

Ｐ

Ｅ

Ｆ

ＦＱ

＾ ザ
、

Ｑ
　
↓＾

　
↓

凸
＼

↓
９

落プツ
一
フクス

／

曲

冬
吋
服
Ｏ麦トウアルロ

鱗鰹

厚
の免ウアルロ

磯艦

分
の

塊鋼

鋼
ジ
　
ヤ
製
チ

○用借を図のジーぺ
５
９１，年

７
０

１
９汕皿（書告報査調報晴営経『一タンセ発開理処報晴本目）所出（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
九
四
）

な
素
材
計
算
の
対
象
に
入
る
製
鋼
↓
造
塊
↓
分
塊
↓
圧
延
の
各
段

階
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
中
問
素
材
が
最
終
製
品

（
そ
れ
は
圧
延
段
階
の
後
、
精
整
段
階
を
経
て
得
ら
れ
る
）
と
一
対
一
の

対
応
関
係
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
段
階
を
経
る
ご
と
に
一
単
位
の
素

材
が
い
く
っ
か
の
中
問
素
材
に
細
分
さ
れ
な
が
ら
最
終
製
品
に
い

た
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
倍

加
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
こ
の
銑
鋼
一
貫

製
鉄
所
の
場
合
の
後
者
の
点
を
最
終
製
品
と
し
て
厚
板
の
場
合
を

例
に
取
り
、
そ
の
一
つ
の
場
合
を
図
に
よ
っ
て
例
示
し
て
み
る
と
、

図
４
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
、

　
○
　
最
終
製
品
（
厚
板
）
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｄ
お
よ
び
Ｅ
，
Ｆ
は
そ

れ
ぞ
れ
厚
板
圧
延
機
で
圧
延
さ
れ
た
Ｐ
，
Ｑ
か
ら
前
刀
断
さ
れ
て
っ

く
ら
れ
て
い
る
。

　
◎
　
Ｐ
，
Ｑ
の
素
材
で
あ
る
ス
ラ
ブ
Ｐ
，
Ｑ
は
分
塊
圧
延
機
で

圧
延
さ
れ
た
Ｙ
か
ら
勢
断
さ
れ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
Ｙ
の
素
材
で
あ
る
鋼
塊
Ｙ
は
一
チ
ャ
ー
ジ
の
製
鋼
か
ら
造

塊
さ
れ
た
Ｘ
，
Ｙ
，
Ｚ
と
い
う
鋼
塊
の
う
ち
の
一
っ
で
あ
る
。



件条限ｕ需
，

標目因要の算計材素るげおに所鉄製貫一鋼銑ｎ表

能
可
　
法
入
　
寸
装
　
能
炉
法
可
臓
寸
艇

　
範
　
入
　
数
欝
林
の
へ
　
保
型
型
囲
型
鋳
鋳
鋳

　
力
量
能
解
塊
溶
造

大
最
大
量
最
重
さ
ブ
長
ラ
延
ス
圧

　
差
　
　
　
　
類
）
公
　
　
　
　
種
品
厚
　
　
件
　
の
製
板
　
　
条
　
験
（
，
　
理
　
試
種
厚
幅
さ
処
期
求
鋼
板
板
長
熱
納
要

容
内
業
作

て
と
せ
ま
合
に
組
位
を
単
塊
解
る
鋼
溶
め

位
単
せ
合
組

み
組
塊
鋼

りよ３
１
０

俵
シペ

ー
６５年

７
２

１
９〕Ｇ工加「冊分３第善丸』法造製鋼鉄『編会協鋼

鉄
。
本
成
日
作

）所出（

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

　
こ
の
場
合
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
図
の
よ
う
な
最
終
製
品
を

い
く
つ
か
組
合
せ
て
一
つ
の
ス
ラ
ブ
を
計
算
し
、
い
く
つ
か
の
ス
ラ
ブ
を

組
合
せ
て
一
つ
の
鋼
塊
を
計
算
し
、
そ
し
て
い
く
つ
か
の
鋼
塊
を
組
合
せ

て
製
鋼
一
チ
ャ
ー
ジ
を
計
算
す
る
こ
と
が
、
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
の

素
材
計
算
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の

場
合
の
素
材
計
算
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
う
少
し
整
理
し
て
、
そ
の
要
因
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

目
標
、
制
限
条
件
に
つ
い
て
示
し
て
お
く
と
、
表
ｕ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
そ
れ
で
は
、
以
上
で
の
べ
て
き
た
よ
う
な
素
材
計
算
と
い
う
生

産
管
理
の
た
め
の
複
雑
な
情
報
処
理
作
業
を
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て

具
体
的
に
実
現
す
る
の
か
、
こ
れ
が
現
在
の
、
と
く
に
混
合
生
産
移
態
の

「
多
種
」
多
量
生
産
を
実
現
す
る
巨
大
生
産
単
位
の
管
理
機
構
の
最
大
の

問
題
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
い
う
管
理
機
構
は
杢
稿
が
も
っ
ぱ
ら
問
題
と

し
て
い
る
よ
う
な
生
産
管
理
の
み
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
し
．
、
ま

た
生
産
管
理
に
つ
い
て
み
て
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
る
情
報
処
理
作
業
は
以
上
の

よ
う
な
素
材
計
算
の
み
で
あ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
生
産
単
位
の
管
理
機

構
に
と
っ
て
生
産
管
理
の
実
現
は
そ
の
基
軸
的
な
機
能
で
あ
り
、
ま
た
以
上
の
よ

う
な
生
産
方
式
を
と
る
生
産
単
位
の
生
産
管
理
に
と
っ
て
素
材
計
算
と
い
う
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
九
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
九
六
）

は
そ
の
基
軸
的
た
機
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
。
そ
こ
で
、
っ
ぎ
に
説
明
を
管
理
機
構
の
問
題
に
移
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
１
３
）
以
上
の
よ
う
な
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
げ
る
基
本
的
な
装
置
・
機
械
の
大
量
生
産
的
生
産
能
力
の
具
体
的
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
　
　
　
「
現
代
巨
大
生
産
単
位
に
お
げ
る
労
働
者
の
存
在
構
造
」
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
表
３
を
参
照
。

　
　
（
１
４
）
　
「
混
合
生
産
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
川
畑
正
大
『
組
立
シ
ス
テ
ム
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
産
業
図
書
、
一
九
七
一
年
、
二
四
～
二

　
　
　
　
七
ぺ
ー
ジ
を
参
照
。

　
　
（
１
５
）
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
げ
る
素
材
計
算
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
は
以
上
で
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、
野
坂
康

　
　
　
　
雄
編
著
『
鉄
鋼
業
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
』
第
一
〇
章
、
と
く
に
二
八
九
～
二
九
三
べ
ー
ジ
、
日
本
鉄
鋼
協
会
編
『
鉄
鋼
製

　
　
　
　
造
法
』
丸
善
、
第
三
分
冊
「
加
工
の
」
一
九
七
二
年
、
五
二
二
～
五
一
七
べ
ー
ジ
、
目
本
情
報
処
理
開
発
セ
ソ
タ
ー
『
経
営
情
報
調
査
報

　
　
　
　
告
書
（
皿
）
１
総
合
商
杜
・
機
械
工
業
・
鉄
鋼
業
１
』
一
九
七
〇
年
、
一
五
八
～
一
六
一
ぺ
－
シ
な
ど
を
参
照
。

　
　
　
　
　
２
　
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
管
理
機
構

　
そ
こ
で
、
っ
ぎ
に
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
管
理
機
構
に
っ
い
て
み
な
が
ら
、
以
上
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
た
生
産
管
理
上
の
課
題

が
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
な
げ
れ
ば
た
ら
た
い
（
な
お
、
す
で
に
の
べ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
以
下
管
理
機
構
と
い
う
場
合
に
は
、
こ
れ
は
生
産
管
理
に
か
か
わ
る
機
能
を
果
た
す
部
分
に
限
定
さ
れ
て

い
る
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
『
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
遇
程
』
の
第
三
部
第
ｖ
章
「
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
げ

る
管
理
機
構
」
の
中
で
か
な
り
く
わ
し
く
説
明
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
そ
こ
で
の
結
論
を
要
約
的
に
示
し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
。
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
け
る
生
産
管
理
情
報
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
実
現
機
構
を
ま
ず
管
理
労
働
組
織
（
管
理
の
た
め
の



労
働
組
織
）
の
形
態
の
側
面
か
ら
み
て
み
る
と
、
そ
れ
は
典
型
的
に
い
わ
ゆ
る
ラ
ィ
ソ
・
ス
タ
ッ
フ
組
織
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
け
る
生
産
管
理
情
報
処
理
プ
艀
セ
ス
と
は
、
も
う
少
し
具
体
的
に

い
え
ほ
、
¢
受
注
↓
◎
生
産
計
画
・
作
業
指
示
↓
　
生
産
執
行
↓
＠
生
産
実
績
集
計
↓
◎
出
荷
と
い
う
よ
う
た
作
業
の
流
れ
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
庸
報
処
理
プ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
に
っ
ぎ
の
よ
う
な
組
織
的
分
担
で
担
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

に
生
産
管
理
に
－
お
げ
る
計
画
・
実
績
集
計
機
能
と
執
行
機
能
が
裁
然
と
分
離
さ
れ
て
、
前
者
の
機
能
が
一
般
に
生
産
管
理
部
、
生
産

業
務
部
、
工
程
部
た
ど
の
名
前
で
呼
ぱ
れ
る
生
産
管
理
部
門
に
集
中
・
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
一
本
杜
．
営
業
部
門
一
一
生
産
管
理
部
門
一
　
一
各
種
工
場
一
　
一
生
産
管
理
部
門
一
一
誰
麗
群
鶉
送
一

　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
¢
　
受
　
注
↓
◎
　
生
産
計
画
・
作
業
指
示
１
↓
　
　
生
産
執
行
１
↓
＠
　
生
産
実
績
集
計
↓
◎
　
出
　
荷

　
第
二
。
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
に
お
い
て
以
上
の
よ
う
た
管
理
労
働
組
織
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
生
産
管
理
情
報
処
理
プ
肩

セ
ス
が
さ
ら
に
１
ど
の
よ
う
な
管
理
労
働
手
段
（
管
理
の
た
め
の
労
働
手
段
）
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
み
て
み
る
と
、

そ
れ
は
現
在
急
遠
に
情
報
処
理
機
械
体
系
と
し
て
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
た
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
最
新
の
、
と
く
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
に
新
設
さ
れ
た
製
鉄
所
に
お
い
て
顕
著

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
こ
と
を
そ
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
川
崎
製
鉄
・
水
島
製
鉄
所
の
場
合
に
つ
い
て
図
示
し
て
み

る
と
、
図
５
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
水
島
製
鉄
所
で
は
、
上
に
の
べ
た
よ
う
た
生
産

管
理
部
門
で
の
作
業
が
管
理
セ
ソ
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
大
型
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
４
９
４
に
よ
っ
て
統
一
的
に
処
理
さ
れ
、

そ
の
結
果
が
オ
ソ
ラ
ィ
ソ
で
、
す
な
わ
ち
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
間
な
い
し
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
と
端
末
機
器
と
の
問
の
電
気
的
結
合
に
よ
っ
て

各
種
工
場
に
伝
送
さ
れ
、
そ
し
て
と
く
に
厚
板
工
場
で
は
そ
れ
に
よ
っ
て
直
接
に
圧
延
機
が
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
て

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
九
七
）
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図
閉
　
洪
駆
一
耀
繋
尋
◎
〕
＼
～
－
－
、
・
〈
メ
斗
ト

津
一

嘩
瀞
事

詫

　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
九
八
）

（
宕
さ
舟
べ
泣
排
蝉
甫
）

甘

演
瀞
鳶
揖
１
▼

載
欝
笥

Ｎ
亘
｛
ｘ

〕
ｙ
、
ト
ー
“

▲
丁
朕
瞭
潟
．
滋
・

◎
ｃ
甲
－
８
｛

、
ｒ
、
笥
愈

磯
癌
帝
　
マ

、

目
２
Ｈ
く
＞
◎
　
　
仙
ｏ
仁

　
　
｝
呵
－
蝋
確
…
脾
ｖ
メ
斗
ト

．
濃
疎
姦
ｓ
斗
片
｝
Ｎ
・
葵

・
Ｈ
融
卑
国
Ｓ
時
挑

・
．
蝋
董
筆
縛

・
寺
艦
諒
図
＾
欄
ｅ
寺
薄

・
藩
蛛
・
庄
諜
彊
索
ｓ
隷
姐
寺
涛

．
］
Ｕ
醐
一
野
蝿
’
艶
滴
璃
湖
脾
・
靭
一
冒
暗
鵡
岬

添
箪
寄
湯

Ｈ
謎
繋

壷
燕
謙
義
腺

青
辮
隷
図
．
鴻
滋
漬
精

１
□
１
－
－
－
１
□
１
１
１
１
１
■
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
．
１
８
－
－
口
１
－
－
－
ｌ
Ｌ

喜
一

●

輝
．
趨
戸
寓
醸
・
津
薄
Ｈ
諒

ぺ
・
口
中
メ

ｕ
、
ぺ
い
－
、

灘
議
選
喜

飼

詩

津
箪
灘
簿
脇

暴
耕
藩
離

．
耀
塾
滴
曝

墨
堵
藩
離
・

青
糠
暗
誰

甘
、
民
ト
ー
、

・
琳
寺
糠
嚢
〉
ｓ

．
寺
描
誌
璽

．
恥
奇
描
澱
滋
貴
糠
・

・
駒
滴
毒
灘
ｓ
芦
粉

墨
諸
蕗
峨
．

け

嶺

斗
亡
命
メ

ｕ
、
ぺ
い
－
～

・
譜
轟
聾
璽

青
瀞
璃
糧

ロ
マ
～
ド
ｉ
、

．
秘
ま
…
撫
…
騨
銀
〉
ｓ
．

寺
糠
諒
図

・
琳
奇
総
淋
轍
川
貴
一
棚

・
罰
洩
毒
一
藷
ｅ
黄
肚
楓

．
ペ
ロ
｛
、
・
甘
、

民
芦
－
．
、
～
ｓ
“
、

正
帖
涼
漁

．
誰
諸
蕗
．
鞭

与
浦
・
難
茸
Ｈ
壷

汁
壷
Ｈ
曇

メ
；
｛
。
宴

（
匡
尋
）
　
匝
料
誌
一
題
漬
一
鯉
霊
躁
汁
＼
“
１
『
南
＾
岬
、
諏
一
瑠
舳
囲
蛛
一
難
昨
榊
ｗ
（
目
）
』

　
　
－
蜆
ｏ
え
ー
“
蜘
Ｈ
ｏ
帝
｛
叫
』
出
ｏ

　
　
汁
戌
「
．
蛾
蝿
帝
－
幽
ｗ
糊
一
例
「
汁
～
〔
ぴ
壮
叱
決
か
ｏ



い
る
。

　
さ
て
、
以
上
、
拙
著
の
中
の
「
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
管
理
機
構
」
の
要
約
に
よ
っ
て
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
前
項
の

最
後
で
出
し
て
お
い
た
よ
う
な
、
混
合
生
産
形
態
の
「
多
種
」
多
量
生
産
を
実
現
す
る
た
め
の
生
産
管
理
上
の
課
題
、
具
体
的
に
は

と
く
に
素
材
計
算
と
い
う
課
題
は
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
管
理
機
構
の
中
で
は
ラ
イ
ソ
・
ス
タ
ッ
フ
組
織
を
基
礎
と
し
、
情

報
処
理
機
械
体
系
と
し
て
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
手
段
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、

す
で
に
「
は
じ
め
に
」
で
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
二
っ
の
要
因
、
ラ
ィ
ソ
・
ス
タ
ッ
フ
組
織
と
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
．
ム

を
管
理
労
働
実
現
媒
介
要
因
と
す
る
よ
う
な
管
理
機
構
と
は
、
い
わ
ば
原
理
的
に
変
革
さ
れ
た
形
態
の
管
理
機
構
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
、
現
在
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
は
以
上
の
よ
う
な
生
産
管
理
上
の
課
題
は
、
こ
の
原
理
的
に
変
革
さ
れ
た
形

態
の
管
理
機
構
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
素
材
計
算
と
い
う
よ
う
な
複
雑
な
情
報
処

理
作
業
の
重
要
性
を
考
え
る
と
き
、
以
上
の
よ
う
な
原
理
的
に
変
革
さ
れ
た
移
態
の
管
理
機
構
、
と
り
わ
げ
そ
こ
で
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー

タ
・
シ
ス
テ
ム
の
存
在
が
す
で
に
の
べ
た
よ
う
な
生
産
管
理
上
の
課
題
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
（
１
６
）

と
が
で
き
る
。

　
　
（
１
６
）
　
注
（
１
５
）
を
参
照
。

３
　
大
量
生
産
の
実
現
条
件
規
定
の
具
体
化

　
さ
て
、
以
上
で
は
、
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
の
重
要
な
特
徴
を
た
す
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
大
量
生
産
が
一
体
ど
の

よ
う
た
か
た
ち
で
実
現
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
現
条
件
に
っ
い
て
、
具
体
的
に
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合
を
事
例
と
し
て
あ
き
ら

　
　
　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
一
号
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一
〇
〇
　
（
一
〇
〇
）
。

か
に
し
て
き
た
。
そ
こ
て
、
こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
た
個
別
的
事
例
を
前
提
と
し
て
、
最
少
限
一
般
的
に
導
き
出
し
得
る
結
論
を

整
理
し
て
お
く
と
、
そ
れ
は
っ
ぎ
の
四
っ
の
点
で
あ
る
。

　
第
一
。
「
多
種
」
多
量
生
産
の
実
現
は
、
ま
ず
あ
く
ま
で
も
少
種
多
量
生
産
、
も
っ
と
も
単
純
化
し
た
か
た
ち
で
は
単
種
多
量
生

産
の
た
め
の
作
業
機
構
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
。
こ
の
よ
う
な
少
種
多
量
生
産
の
場
合
と
共
通
性
を
も
っ
た
作
業
機
構
の
基
礎
の
上
で
、
具
体
的
に
「
多
種
」
多
量
生
産
を

実
現
す
る
た
め
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
第
一
に
基
本
銘
柄
レ
ベ
ル
で
の
「
多
種
」
生
産
に
っ
い
て
い
え
ぼ
巨
大
生
産
単

位
が
包
括
す
る
労
働
対
象
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
構
造
１
１
労
働
組
織
の
編
成
そ
の
も
の
の
あ
り
方
で
あ
り
、
さ
ら
に
各
銘
柄
内
部
レ
ベ
ル

で
の
「
多
種
」
生
産
に
っ
い
て
い
え
ば
各
基
本
銘
柄
の
製
品
が
経
過
す
る
プ
回
セ
ス
の
各
段
階
に
お
げ
る
装
置
．
機
械
の
技
術
的
融

通
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
。
以
上
第
二
の
点
で
の
べ
た
「
多
種
」
生
産
の
後
者
の
条
件
を
前
提
と
す
る
と
き
、
組
別
生
産
と
は
別
の
も
う
一
っ
の
複
種

多
量
生
産
１
１
大
量
生
産
の
実
現
形
態
、
す
な
わ
ち
混
合
生
産
と
で
も
い
わ
れ
る
べ
き
実
現
形
態
が
成
立
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
四
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
で
帰
結
さ
れ
る
よ
う
た
混
合
生
産
彩
態
の
「
多
種
」
多
量
生
産
の
実
現
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
と
く
に

素
材
計
算
と
い
う
生
産
管
理
の
た
め
の
複
雑
な
情
報
処
理
作
業
の
実
現
が
不
可
欠
の
条
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
生
産
管
理
上
の
課
題
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
ソ
・
ス
タ
ッ
フ
組
織
と
コ
ソ
ピ
ュ
ー
ノ
．
シ
ス
テ
ム
と
い
う
二
つ
の
要
因
を

管
理
労
働
実
現
媒
介
要
因
と
す
る
、
原
理
的
に
変
革
さ
れ
た
形
態
の
管
理
機
構
が
不
可
欠
の
条
件
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
の
重
要
な
特
徴
を
な
す
「
多
種
」
多
量
生
産
型
の
大
量
生
産
の
実
。
現
条
件
を
一
般
化
す
る
と
す

れ
ぽ
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
こ
の
よ
う
な
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
も
う
一
度
先
に
１
で
紹
介
．
整
理
し
た
大
量
生

・
“
嘗



産
の
実
毘
条
件
に
つ
い
て
の
一
般
的
た
理
解
に
立
ち
帰
っ
て
み
る
と
き
、
以
上
の
よ
う
な
結
論
が
同
時
に
そ
の
発
展
１
１
具
体
化
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

味
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
（
１
７
）
す
で
に
冒
頭
の
注
（
２
）
で
の
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
現
代
巨
大
生
産
単
位
の
実
現
す
る
生
産
方
式
の
分
析
結
果
を
さ

　
　
　
　
ら
に
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
と
い
う
次
元
で
理
論
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
作
業
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
ち
こ
の
点
に
っ
い

　
　
　
　
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
が
、
一
こ
と
付
一
一
目
す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
分
析
結
果
が
寡
占
的
市
場
構
造
の
存
立
条
件
と
の
関
連
で

　
　
　
も
つ
意
義
は
、
た
だ
し
そ
の
一
っ
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
『
帝
国
主
義
論
』
第
；
早
「
生
産
の
集
積
と
独
占
体
」
の
中
で
引
用
し
た
・
か
の
レ

　
　
　
　
ヴ
イ
（
■
、
＜
■
声
）
の
文
章
、
す
な
わ
ち
レ
ヴ
イ
が
生
産
の
集
積
と
と
も
に
参
入
障
壁
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
か
の
文
章
の
後

　
　
　
半
の
部
分
（
「
他
方
で
は
」
以
下
の
文
章
）
に
端
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
「
大
ブ
リ
テ
ソ
で
は
、
ま
さ
に
企
業
が
大
規
模
で
あ
る
こ
と
と
そ
の
技
術
水
準
の
高
い
こ
と
が
、
一
独
占
へ
の
傾
向
を
ひ
そ
ま
せ
て
い

　
　
　
　
る
。
一
方
で
は
、
集
積
の
結
果
、
企
業
に
巨
額
の
資
本
を
支
出
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
く
た
り
、
そ
の
た
め
新
し
い
企
業
に
と
っ
て
は
ま

　
　
　
　
す
ま
す
大
き
な
資
本
額
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
新
し
い
企
業
の
出
現
が
困
難
と
な
る
。
他
方
で
は
（
そ
し
て
こ

　
　
　
　
の
点
の
ほ
う
が
わ
れ
わ
れ
は
よ
り
重
要
だ
と
考
え
る
の
だ
が
）
、
集
積
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
巨
大
企
業
と
同
じ
水
準
に
立
と
う

　
　
　
　
と
お
も
う
企
業
は
ど
れ
も
、
膨
大
な
量
の
生
産
物
を
余
分
に
生
産
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
有
利
に
売
る
こ
と
は
需
要
が

　
　
　
　
異
常
に
増
大
し
た
場
合
に
だ
げ
で
ぎ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
余
分
の
生
産
物
の
た
め
、
価
格
は
、
新
し
い
工

　
　
　
　
場
に
と
っ
て
も
独
占
団
体
に
と
っ
て
も
ひ
き
あ
わ
汰
い
水
準
に
下
落
す
る
よ
う
に
な
る
。
」
（
－
雲
ざ
甲
一
く
昌
◎
君
Ｈ
¢
穴
彗
ａ
Ｈ
庁
昌
ｑ

　
　
　
　
弓
Ｈ
易
亘
Ｈ
８
ｐ
ｃ
り
・
塞
９
レ
ー
ニ
ン
『
帝
国
主
義
論
』
副
島
種
典
訳
、
国
民
文
庫
版
、
一
九
七
二
年
改
訳
版
、
二
五
～
二
六
ぺ
－
ジ

　
　
　
　
に
引
用
。
な
お
、
訳
文
は
、
副
島
訳
『
帝
国
主
義
論
』
に
よ
る
。
）

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
（
坂
本
）

一
〇
一
　
（
一
〇
一
）




